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◎
各
会
計
の
決
算
状
況

市
の
財
政
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、
７

つ
の
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
、
学
校

給
食
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
老
人
保

健
、
簡
易
水
道
事
業
、
介
護
保
険
、
カ
ル

ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
）
と
１
つ
の
企

業
会
計
（
水
道
事
業
）
で
運
営
し
ま
し
た

（
３
㌻
財
政
用
語
解
説
①
参
照
）
。

各
会
計
の
決
算
状
況
（
【
表
１
】
【
グ

ラ
フ
１
】
参
照
）
を
見
る
と
、
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
と
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー

場
事
業
特
別
会
計
は
、
歳
入
と
歳
出
が
同

額
。
一
般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
、
老
人
保
健
特
別
会

計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
は
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
黒
字
額
は
繰
り
越
さ
れ
、

平
成

年
度
の
歳
入
（
繰
越
金
）
に
な
り

２０

ま
す
。

そ
れ
で
は
、
一
般
会
計
の
決
算
の
状
況

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

平
成

年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

１９

億
１
千

万
円
、
歳
出
総
額
は

億
８

１９２

２３７

１８６

千

万
円
で
、
こ
れ
を
差
し
引
き
し
た
収

５７７
支
は
５
億
２
千

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

６６０

こ
の
黒
字
額
は
繰
り
越
さ
れ
、
平
成
２０

年
度
の
歳
入
（
繰
越
金
）
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
一
般
会
計
の
歳
入
の
決
算
内
容

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
３
㌻
【
表
２
】

【
グ
ラ
フ
２
】
参
照
）
。

使
い
み
ち
が
自
由
な
お
金
（
『
一
般
財

源
』
と
い
い
ま
す
）
の
代
表
的
な
も
の
が

市
税
と
地
方
交
付
税
（
４
㌻
財
政
用
語
解

説
②
参
照
）
で
す
。

こ
の
合
計
が
収
入
の
約

・
３
％
を
占

５５

め
て
お
り
、
市
は
こ
の
財
源
を
基
本
に
し

な
が
ら
、
そ
の
ほ
か
に
補
助
金
や
市
債
な

ど
を
活
用
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
税
は
、
『
三
位
一
体
の
改
革
』
（
４

さ
ん

み

い
っ
た
い

㌻
財
政
用
語
解
説
②
参
照
）
に
よ
る
税
源

移
譲
に
よ
っ
て
、
市
民
税
の
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
（
一
方
で
、
国
税
で
あ
る
所

得
税
の
税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
）

こ
と
や
収
納
率
の
向
上
な
ど
に
よ
り
収
入

は
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
増
加
は
制
度
改
正
に
よ

る
影
響
が
大
き
く
、
景
気
が
本
格
的
な
回

財財
政
公

財
政
公
表表

平
成

年
度
の
決

平
成

年
度
の
決
算算
状
況
状
況

１９１９

市
の
平
成

年
度
予
算
は
、
平
成

年
３
月

日

１９

２０

３１

で
会
計
年
度
を
終
了
し
、
現
金
の
未
収
や
未
払
い
を

整
理
す
る
た
め
の
期
間
を
経
て
、
最
終
的
に
５
月
３１

日
を
も
っ
て
出
納
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
財
政
状
況

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
表
や
グ
ラ
フ
を
使
い
な
が
ら
、

平
成

年
度
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１９

平平
成

年
度

平
成

年
度
のの

１９１９

決
算
と
収

決
算
と
収
支支

歳歳
入
の
内

歳
入
の
内
容容

【表１】平成１９年度各会計決算額
差引額歳 出歳 入会 計 区 分

５億２，６６０万円１８６億８，５７７万円１９２億１，２３７万円一 般 会 計
５億７，３２９万円６６億３，４５２万円７２億 ７８１万円国民健康保険

特

別

会

計

１１万円３億２，５２０万円３億２，５３１万円学校給食事業
２８万円２６億８，０９３万円２６億８，１２１万円公共下水道事業
３５３万円６４億２，７４０万円６４億３，０９２万円老 人 保 健

０円３，１１３万円３，１１３万円簡易水道事業
５，３１７万円２７億２，６８３万円２７億８，０００万円介 護 保 険

０円９，８４７万円９，８４７万円カルルス温泉スキー場事業

【グラフ１】平成１９年度各会計歳出全体に占める割合
介護保険特別会計 7.2％ カルルス温泉スキー場

事業特別会計 0.3％

国民健康保険特別会計
17.6％

学校給食事業特別会計
0.9％

公共下水道事業特別会計
7.1％

老人保健特別会計
17.1％

簡易水道事業特別会計
0.1％

一般会計
49.7％

※各項目で表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が
一致しない個所があります。
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た
も
の
が
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
変
更
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
合
計
は
実
質

的
な
地
方
交
付
税
と
言
え
ま
す
。

平
成

年
度
に
は
、
三
位
一
体
の
改
革

１６

に
伴
っ
て
、
国
の
予
算
で
実
質
的
な
地
方

交
付
税
が
合
わ
せ
て
約
３
兆
円
削
減
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
全
国
の
地
方
自
治
体
は
甚

大
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と

は
現
在
も
な
お
地
方
財
政
に
大
き
な
影
を

落
と
し
て
い
ま
す
。

登
別
市
の
場
合
は
、
平
成

年
度
の
実

１９

質
的
な
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
と
比
べ

る
と
約
２
億
９
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
三
位
一
体
の
改
革
前
の
平
成

年
度
と
の
比
較
で
は
約
８
億
７
千
万
円

１５も
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
の
歳
入
は
、
実
質
的
な
地
方
交
付
税

へ
の
依
存
度
が
高
く
、
こ
の
減
額
は
、
今

日
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
至
っ
た
大
き
な

要
因
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

復
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
や
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
く
、
今
後
は
こ
の
よ
う
な
伸
び
を
見

込
む
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

次
に
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
４
㌻
【
表
３
】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
方
交
付
税
は
、
国
税
と
し
て
徴
収
さ

れ
る
税
の
一
定
割
合
を
地
方
に
交
付
す
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
景
気
の
低

迷
な
ど
で
税
収
が
不
足
し
、
地
方
に
必
要

な
地
方
交
付
税
を
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、

国
が
借
金
を
し
て
地
方
に
交
付
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成

年
度
か
ら
は
、

１３

不
足
分
に
つ
い
て
は
国
と
地
方
が
そ
の
借

金
を
折
半
し
て
対
応
す
る
よ
う
見
直
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
方
の
借
金
の
こ

と
を
『
臨
時
財
政
対
策
債
』
（
そ
の
元
利

償
還
金
は
、

％
後
年
度
の
地
方
交
付
税

１００

で
交
付
さ
れ
ま
す
）
と
い
い
ま
す
。
も
と

も
と
地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
て
い

【表２】平成１９年度一般会計決算の
歳入内訳（前年度比較）

増 減平成１８年度平成１９年度費 目

５．３億円５１．２億円５６．４億円市 税

△ ２．４億円５２．２億円４９．８億円地方交付税

△ ３．４億円３４．２億円３０．８億円国・道支出金

２．４億円１２．７億円１５．１億円市 債

△ ２．６億円４２．５億円３９．９億円そ の 他

△ ０．７億円１９２．９億円１９２．１億円合 計
※各項目で表示単位未満を四捨五入しているため、
積み上げ額が一致しない個所があります。

【グラフ２】一般会計歳入予算全体に
占める割合

平成１9年度平成１9年度

20.8％20.8％

16.0％16.0％

25.9％25.9％

29.4％29.4％ 26.5％26.5％

27.1％27.1％

17.8％17.8％
6.6％6.6％

22.0％22.0％

7.9％7.9％

平成１8年度平成１8年度

市税市税
地方交付税地方交付税
国・道支出金国・道支出金
市債市債
その他その他

財財
政
用
語
解
説

財
政
用
語
解
説
①①

【
特
別
会
計
】

特
別
会
計
と
は
、
例
え
ば
給
食
費
で
給

食
の
材
料
費
を
賄
う
よ
う
な
、
特
定
の
歳

入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出
（
事
業
）
に
充

て
る
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
収
支
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
一
般
会
計
と
切
り
離
し

て
経
理
（
財
布
を
分
け
る
）
し
て
い
る
も

の
を
い
い
ま
す
。

煙
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
医
療
費
を

負
担
（
７
割
～
９
割
）
す
る
事
業
の
ほ

か
、
各
種
検
診
の
助
成
や
健
康
づ
く
り

な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

煙
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

市
内
の
小
・
中
学
校
や
保
育
所
に
給

食
を
調
理
・
配
送
し
、
子

ど
も
た
ち
に
必
要
な
栄
養

を
考
え
た
給
食
を
提
供
す

る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

煙
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

都
市
基
盤
整
備
の
一
貫
で
あ
る
公
共

下
水
道
の
施
設
整
備
と
管
理
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成

年
度
は
、
主
に

１９

登
別
東
町
・
登
別
本
町
の
う
ち
、
約

・
３８

６
㌶
の
区
域
を
整
備
し
、
３
月
末
の
下

水
道
普
及
率
は
約

・
５
％
に
な
り
ま

９０

し
た
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
整
備
区
域
外
で

は
、
市
民
の
要
望
に
よ
り
市
が
浄
化
槽

を
設
置
・
維
持
管
理
を
す
る
『
個
別
排

水
処
理
施
設
整
備
事
業
』
を
行
っ
て
い

ま
す
。

煙
老
人
保
健
特
別
会
計

高
齢
者
の
医
療
費
を
負
担
（
７
割
～

９
割
）
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
平
成

年
度
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

２０

度
の
創
設
に
伴
い
、
平
成

年
３
月
診

２０

療
分
ま
で
の
医
療
費
を
負
担
し
て
い
ま

す
。

煙
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

札
内
地
区
な
ど
の
飲
料
・
営
農
用
水

施
設
整
備
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

煙
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
法
に
基
づ
い
て
、
介
護
が

必
要
な
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

煙
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
特
別
会

計
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー

場
を
運
営
し
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
観
光
振
興
、
カ
ル
ル
ス
地
区

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
企
業
会
計
】

企
業
会
計
と
は
、
市
が
独
立
採
算
制
を

原
則
と
す
る
企
業
的
色
彩
の
強
い
事
業

（
地
下
鉄
、
バ
ス
、
水
道
、
病
院
な
ど
）

を
行
う
場
合
に
、
地
方
公
営
企
業
法
の
規

定
に
基
づ
い
て
設
置
す
る
会
計
で
す
。

登
別
市
で
は
水
道
事
業
会
計
が
こ
れ
に

当
た
り
ま
す
。

煙
水
道
事
業
会
計

安
全
で
良
質
な
水
の
供
給
や
配
水
管

の
整
備
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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国
・
道
支
出
金
は
、
国
・
北
海
道
か
ら

地
方
公
共
団
体
へ
交
付
さ
れ
る
使
い
み
ち

が
特
定
さ
れ
た
お
金
の
こ
と
で
す
。

平
成

年
度
は
、
前
年
度
よ
り
約
３
億

１９

４
千
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
国
庫
支

出
金
に
つ
い
て
は
、
道
路
事
業
分
は
減
少

し
ま
し
た
が
、
市
営
住
宅
建
替
事
業
費
や

制
度
改
正
に
伴
う
児
童
手
当
額
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
約
８
千
万
円
増
加
。
北
海
道

か
ら
支
出
さ
れ
る
道
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

沿
岸
漁
業
漁
村
振
興
構
造
改
善
事
業
補
助

金
や
北
海
道
か
ら
の
受
託
事
業
で
あ
る
道

道
上
登
別
室
蘭
線
柏
木
通
の
改
良
事
業
の

終
了
に
よ
り
、
４
億
２
千
万
円
減
少
し
ま

し
た
。

市
債
は
、
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
、
市

が
一
度
に
多
額
の
出
費
を
必
要
と
す
る
場

合
に
認
め
ら
れ
る
長
期
の
借
入
金
の
こ
と

で
す
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
資
金
調
達
手

法
の
一
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
主
に
次
の

歳
出
の
決
算
内
容
を
見
て
み
ま
し
ょ
う

（
５
㌻
【
表
４
】
【
グ
ラ
フ
３
】
参
照
）
。

総
務
費
で
は
、
大
雨
災
害
実
働
訓
練
の

実
施
や
、
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
（
西
胆
振

３
市
１
町
）
で
実
施
す
る
共
同
電
算
事
業

に
必
要
な
本
市
と
室
蘭
市
間
の
光
ケ
ー
ブ

歳歳
出
の
内

歳
出
の
内
容容

市
制
施
行
し
た
昭
和

年
前
後
に
、
大
幅

４５

に
増
加
す
る
事
務
事
業
に
対
応
す
る
た
め

職
員
採
用
を
増
や
し
、
当
該
職
員
が
現
在

退
職
時
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ

の
他
で
は
、
財
源
調
整
と
し
て
財
政

調
整
基
金
か
ら
１
億
７
千
万
円
を
繰
り
入

れ
ま
し
た
が
、
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
の

本
格
的
な
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
る
ま
で
の

間
の
暫
定
措
置
で
あ
る
所
得
譲
与
税
（
財

政
用
語
解
説
②
参
照
）
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
約
２
億
６
千
万
円
減
少
し

ま
し
た
。

【表３】実質的な地方交付税の推移
平成１９年度平成１８年度平成１７年度平成１６年度平成

１５年度 対前年度
増 減 額

対前年度
増 減 額

対前年度
増 減 額

対前年度
増 減 額

△ ２．４億円４９．８億円△ ０．３億円５２．２億円０．８億円５２．５億円△ ０．２億円５１．８億円５１．９億円地 方 交 付 税
△ ２．４億円４５．５億円０億円４７．９億円１．２億円４７．８億円０．４億円４６．６億円４６．３億円普通交付税

０億円４．４億円△ ０．３億円４．４億円△ ０．４億円４．７億円△ ０．５億円５．１億円５．６億円特別交付税
△ ０．５億円４．７億円△ ０．７億円５．２億円△ １．８億円５．９億円△ ３．６億円７．７億円１１．３億円臨時財政対策債

△ ２．９億円５４．５億円△ １．０億円５７．４億円△ １．０億円５８．４億円△ ３．７億円５９．５億円６３．２億円計
（実質的な地方交付税）

△８．７億円△５．８億円△４．８億円△３．７億円実質的な地方交付税の比較
（対平成１５年度）
※各項目で表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない個所があります。

財財政用語解説財政用語解説②②
【市税】
個人市民税、法人市民税、固定資産
税、都市計画税、軽自動車税、市たば
こ税、入湯税があります。
【地方交付税】
全国の地方公共団体間の財政的な不
均衡を調整して、どこに住んでいても
標準的な行政サービスや基本的な社会
資本が提供できるように財源を保障
（所得税、法人税、酒税などの国税５
税の一定割合を、国が地方公共団体に
配分）する制度で、地方の固有財源で
す。
また、地方公共団体が公共事業を行
いやすいように、そのための市債（借
り入れ）の元利償還金についても一定
の割合で地方交付税に算入するという
仕組みもあります。
【三位一体の改革】
国庫補助負担金の改革、税源移譲を
含む税源配分の見直し、地方交付税の
改革の三つを同時かつ一体的に行おう
とする地方税財政制度の改革です。
・国庫補助負担金の改革

国から地方への補助金や負担金の
あり方の見直し。
・地方交付税の改革

地方への交付税総額の抑制。
・税源移譲を含む税源配分の見直し

補助金減額相当分を国から地方に
税源移譲。
【退職手当債】
戦後の第一次ベビーブームの時に生
まれた『団塊の世代』の大量退職など
に伴う退職手当の大幅な増加に対処す
るため、定員・人件費適正化計画を定
め、総人件費の削減に取り組む団体に
対し発行が認められる市債です。
【所得譲与税】
国が決めたルールによって国税の一
部を地方に配分する地方譲与税の一種。
平成１６年度から設けられた制度で、所
得税として徴収された後、国の交付税
特別会計に直接繰り入れられ、各自治
体に人口比で配分されるものです。

よ
う
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
財
政
支
出
と
財
政
負
担
の
年
度
間
調
整

を
図
る
機
能

公
共
施
設
を
建
設
す
る
場
合
な
ど
、

一
度
に
多
額
の
出
費
を
す
る
と
ほ
か
の

事
業
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
市
債
を

借
り
入
れ
、
そ
の
返
済
を
長
期
間
分
割

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
財
政
負
担
を

平
準
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
世
代
間
の
負
担
を
公
平
化
す
る
機
能

建
設
し
た
施
設
な
ど
は
、
後
世
の
市

民
も
利
用
す
る
こ
と
か
ら
、
将
来
に
わ

た
っ
て
市
債
を
償
還
す
る
こ
と
で
世
代

間
の
負
担
を
公
平
に
す
る
と
い
う
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
の
市
債
は
、
臨
時
財
政
対

１９

策
債
が
減
少
し
、
建
設
事
業
の
抑
制
に
努

め
ま
し
た
が
、
前
年
度
と
の
比
較
で
は
、

約
２
億
４
千
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
退
職
手
当
債
（
財
政
用
語
解

説
②
参
照
）
を
４
億
２
千

万
円
借
り
入

１９０

れ
た
た
め
で
す
。
背
景
に
は
、
登
別
市
が
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し
ま
し
た
。

消
防
費
で
は
、
消
防
署
配
置
の
高
規
格

救
急
自
動
車
の
更
新
や
救
命
率
の
向
上
と

応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
の
普
及
啓
発
を

図
る
た
め
の
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
購
入
、
消
火
栓
の
新
設
・
更
新

な
ど
行
い
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、
の
ぼ
り
べ
つ
文
化
交
流

館
を
昨
年
６
月
か
ら
開
館
・
運
営
し
、
展

示
用
備
品
な
ど
を
整
備
し
た
ほ
か
、
教
育

施
設
水
洗
化
や
登
別
中
学
校
暖
房
設
備
の

整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

公
債
費
は
、
６
㌻
で
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。給

与
費
は
、
職
員
の
新
規
採
用
の
抑
制

や
市
独
自
の
給
与
カ
ッ
ト
を
継
続
す
る
な

ど
人
件
費
の
縮
減
に
努
め
ま
し
た
が
、
職

員
の
退
職
者
数
が
増
加
（
平
成

年
度
職

１９

員
退
職
者
数

人
）
し
た
こ
と
に
よ
り
退

２９

職
手
当
額
が
増
え
た
た
め
、
約
１
億
円
増

加
し
ま
し
た
。

ル
敷
設
や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
シ

ス
テ
ム
構
築
に
係
る
経
費
の
負
担
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、
生
活
保
護
費
の
支
給
や

医
療
費
の
助
成
を
引
き
続
き
行
っ
た
ほ
か
、

平
成

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
『
障
害
者

１８

自
立
支
援
法
』
の
趣
旨
に
沿
っ
て
障
害
福

祉
事
業
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市

内
で
開
催
さ
れ
た
全
道
肢
体
不
自
由
児
者

福
祉
大
会
の
経
費
を
助
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幌
別
東
保
育
所
や
富
士
児
童
館

屋
根
の
改
修
な
ど
児
童
施
設
を
整
備
し
た

ほ
か
、
美
園

号
線
歩
道
の
新
設
な
ど
を

５７

行
い
ま
し
た
。

衛
生
費
で
は
、
富
浦
墓
地
排
水
設
備
の

改
良
や
亀
田
霊
園
の
法
面
改
良
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、
道
路
の
新
設
・
改
良
事

業
や
亀
田
記
念
公
園
整
備
事
業
、
キ
ウ
シ

ト
湿
原
緑
地
保
全
事
業
、
市
営
住
宅
（
幌

別
東
団
地
）
建
替
事
業
を
引
き
続
き
実
施

【表４】平成１９年度一般会計決算の
歳出内訳（前年度比較）

増 減平成１８年度平成１９年度費 目

１．８億円９．６億円１１．４億円総 務 費

２．０億円５２．０億円５４．０億円民 生 費

△ ０．８億円１１．９億円１１．１億円衛 生 費

△ ０．３億円２．２億円１．９億円商 工 費

△ ３．０億円１９．９億円１６．９億円土 木 費

０．２億円０．８億円１．０億円消 防 費

△ １．４億円９．７億円８．３億円教 育 費

４．６億円３１．３億円３５．９億円公 債 費

１．０億円４２．７億円４３．７億円給 与 費

△ ２．４億円５．１億円２．７億円そ の 他

１．７億円１８５．２億円１８６．９億円合 計

【グラフ３】一般会計歳出決算全体に
占める割合

平成１9年度平成１9年度
3.0％3.0％

23.4％23.4％

19.2％19.2％

4.4％4.4％
9.0％9.0％
6.0％6.0％

28.9％28.9％

6.1％6.1％

4.4％4.4％

23.0％23.0％

16.9％16.9％

5.2％5.2％
10.8％10.8％
6.4％6.4％

28.1％28.1％

5.2％5.2％

平成１8年度平成１8年度

総務費総務費

民生費民生費

衛生費衛生費

土木費土木費

教育費教育費

公債費公債費

給与費給与費

その他その他

【給与カットの概要】
◎特別職、教育長の給与のカット
【給料】平成１９年９月まで 市長１０％ 副市長７％ 教育長７％

平成１９年１０月から 市長２０％ 副市長１５％ 教育長１２％
【期末手当】平成１９年９月まで 削減後の月額給料を基に算出

さらに６月期末手当を減額
【退職手当】平成１９年９月まで 削減後の月額給料を基に算出

平成１９年１０月から 市長２０％ 副市長１０％ 教育長１０％
◎一般職の給与のカット
【給料】平成１９年９月まで 管理職４．２％ 主査職以下３．２％

平成１９年１０月から 管理職６％ 主査職以下５％
【期末・勤勉手当】平成１９年９月まで ４．７％
【退職手当】 ４．７％を継続

財財
政
用
語
解
説

財
政
用
語
解
説
③③

【
目
的
別
歳
出
】

煙
議
会
費
…
議
会
の
活
動
に
使
わ
れ

る
費
用
。

煙
総
務
費
…
全
般
的
な
管
理
事
務
、

徴
税
、
選
挙
な
ど
に
要
す
る
費
用
。

煙
民
生
費
…
市
民
の
生
活
と
社
会
生

活
の
保
障
（
社
会
福
祉
な
ど
）
に

使
わ
れ
る
費
用
。

煙
衛
生
費
…
病
気
の
予
防
や
ご
み
の

処
理
な
ど
、
市
民
が
健
康
で
衛
生

的
な
生
活
を
送
る
た
め
に
使
わ
れ

る
費
用
。

煙
労
働
費
…
職
業
訓
練
の
充
実
や
失

業
対
策
な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用
。

煙
農
林
水
産
業
費
…
農
業
や
漁
業
、

林
業
の
振
興
に
使
わ
れ
る
費
用
。

煙
商
工
費
…
商
業
や
工
業
の
振
興
、

観
光
事
業
な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用
。

煙
土
木
費
…
道
路
や
公
園
の
整
備
、

市
営
住
宅
の
建
設
な
ど
に
使
わ
れ

る
費
用
。

煙
消
防
費
…
消
火
活
動
や
救
急
救
命

な
ど
に
使
わ
れ
る
費
用
。

煙
教
育
費
…
小
・
中
学
校
の
運
営
や

学
校
建
設
、
生
涯
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
な
ど
、
教
育
の
た
め
に

使
わ
れ
る
費
用
。

煙
公
債
費
…
道
路
や
学
校
な
ど
を
造

る
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
の
返

済
に
充
て
る
費
用
。

煙
給
与
費
…
人
件
費
な
ど
に
要
す
る

費
用
。



6

５
㌻
【
表
４
】
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
公

債
費
は
、
家
庭
で
い
う
借
金
の
返
済
に
充

て
る
お
金
で
、
市
債
と
し
て
借
り
入
れ
た

お
金
の
償
還
な
ど
の
経
費
で
す
。

市
債
の
発
行
を
抑
制
す
る
こ
と
で
市
債

（
元
金
）
の
残
高
は
減
少
し
て
い
ま
す

（
【
表
５
】
参
照
）
が
、
公
債
費
は
平
成

年
度
と
の
比
較
で
、
４
億
６
千
万
円
ほ

１８ど
増
え
、
約

億
９
千
万
円
と
な
り
ま
し

３５

た
。公

債
費
が
増
加
し
た
主
な
要
因
は
、
平

成

年
度
に
オ
ー
プ
ン
し
た
葬
斎
場
と
市

１６
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』
建
設
の
際
に
借
り

入
れ
た
市
債
の
う
ち
平
成

年
度
借
り
入

１５

れ
分
に
つ
い
て
、
元
金
償
還
の
据
え
置
き

期
間
（
３
年
間
）
が
終
了
し
、
そ
れ
ま
で

の
利
子
の
支
払
い
に
元
金
の
支
払
い
が
加

わ
っ
た
た
め
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
平
成

年
度
か
ら
特
例
措

１９

置
と
し
て
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償

還
（
財
政
用
語
解
説
④
参
照
）
が
認
め
ら

れ
た
た
め
、
平
成
元
年
度
と
平
成
２
年
度

に
公
営
企
業
金
融
公
庫
か
ら
借
り
入
れ
た

高
金
利
の
市
債
に
つ
い
て
１
億

万
円
を

８５６

繰
上
償
還
し
た
ほ
か
、
銀
行
か
ら
借
り
入

れ
た
高
金
利
の
市
債
に
つ
い
て
も
９
千
２４８

万
円
を
繰
上
償
還
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
市
債
の
繰
上
償
還
に
よ
り
、

後
年
度
の
利
子
負
担
が
１
千

万
円
軽
減

４５９

さ
れ
ま
し
た
。

近
年
の
市
債
の
状
況
を
み
る
と
、
公
共

下
水
道
事
業
や
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、

葬
斎
場
、
市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』
の
建

設
な
ど
、
遅
れ
て
い
た
生
活
環
境
基
盤
の

整
備
や
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
に
よ
り

発
行
額
が
増
加
し
ま
し
た
の
で
、
公
債
費

が
膨
ら
み
、
市
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま

市
債
と
し
て
借
り
入
れ
た
お
金
は
、
も

ち
ろ
ん
返
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
の
一
部
ま
た
は
全
部
が

地
方
交
付
税
で
市
に
交
付
さ
れ
る
市
債
が

あ
り
ま
す
。
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
市

債
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

市
民
プ
ー
ル
や
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
建
設
事
業
費
に
充
て
た
市
債
も
こ
れ
に

当
た
り
ま
す
。

市
は
、
市
債
を
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て

で
き
る
だ
け
地
方
交
付
税
へ
の
元
利
償
還

金
算
入
割
合
の
高
い
市
債
を
選
択
す
る
な

ど
、
財
政
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
は
、
一
般
会
計
の
長
期
債
元

１９

金
償
還
額

億

万
円
と
そ
の
利
子
の
う

３０

７５５

ち
、

億
７
千

万
円
が
地
方
交
付
税
に

１３

７２８

算
入
さ
れ
ま
し
た
。

も
っ
と
も
、
公
債
費
は
人
件
費
や
扶
助

費
と
同
様
に
義
務
的
経
費
（
財
政
用
語
解

説
④
参
照
）
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源
で
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
地
方
公
共
団
体
に
と

っ
て
、
過
度
な
市
債
の
発
行
は
財
政
を
圧

迫
す
る
要
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
債
の

発
行
は
、
そ
れ
を
充
て
る
事
業
の
性
格
や
、

事
業
年
度
に
お
け
る
世
代
の
負
担
、
そ
し

て
後
年
度
の
世
代
に
与
え
る
負
担
と
い
っ

た
こ
と
を
長
期
的
・
総
合
的
な
視
野
に
立

っ
て
慎
重
に
判
断
し
て
行
わ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

公公
債
公
債
費費

す
。今

後
の
見
通
し
と
し
て
は
、
大
型
建
設

事
業
を
で
き
る
だ
け
控
え
、
市
債
発
行
の

抑
制
に
努
め
て
も
、
こ
こ
数
年
は
公
債
費

の
高
止
ま
り
の
状
況
が
続
く
も
の
と
見
込

ま
れ
ま
す
。

地地
方
交
付
税

地
方
交
付
税
とと

公
債
公
債
費費

【表５】市債（元金）の状況

平成１９年度末残高平成１９年度中借入額平成１９年度中償還額平成１８年度末残高区 分

２７９億５，８８７万円１５億１，１３８万円３０億 ７５５万円２９４億５，５０５万円一 般 会 計

１，５０４万円０円６３６万円２，１４０万円学校給食事業特別会計

１９８億５，９２３万円１１億３，４８０万円７億４，０７５万円１９４億６，５１８万円公共下水道事業特別会計

５，８１９万円１，０１０万円７４０万円５，５４８万円簡易水道事業特別会計

４７８億９，１３２万円２６億５，６２８万円３７億６，２０５万円４８９億９，７１１万円合 計

※各項目で表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない個所があります。

財財政用語解説財政用語解説④④
【公的資金補償金免除繰上償還】
平成１９年度から２１年度までの特例措置
として、財政健全化計画を策定し、行財
政改革に取り組む地方公共団体を対象に、
年利５％以上の公的資金（旧資金運用部
資金、旧簡保資金、公営企業金融公庫資
金）について、繰上償還時の補償金が免
除されることとなりました。これにより、
一般会計で２１年度までの３年間に、総額
約２億円の繰上償還を行い、利子負担の
軽減を図る予定です。
また、この制度により、公共下水道事
業会計でも３年間で約１７億円、水道事業
会計で約５億の繰上償還（借換）を行い、
利子負担の軽減を図る予定です。
【義務的経費】
地方公共団体の歳出のうち、その支出
が法律で義務付けられているなど、任意
に節約できない経費（人件費・扶助費・
公債費の３つの費目）で、極めて硬直性
の強い経費です。
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減
債
基
金
は
、
市
債
の
償
還
の
た
め
の

基
金
で
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
は
、
介

護
保
険
料
を
改
定
す
る
と
き
に
高
く
な
り

過
ぎ
な
い
よ
う
調
整
す
る
た
め
に
使
う
基

金
で
す
。

市
が
保
有
す
る
財
産
の
内
訳
は
、
【
表

７
】
の
と
お
り
で
す
。

市
の
貯
金
は
、
基
金
と
い
う
形
で
保
有

し
て
い
ま
す
（
【
表
６
】
参
照
）
。

こ
の
う
ち
、
特
定
目
的
基
金
と
は
、
特

定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
し
て
い
る

基
金
で
、
そ
の
目
的
以
外
に
使
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

財
政
調
整
基
金
は
、
各
年
度
の
財
源
調

整
や
災
害
な
ど
の
緊
急
を
要
す
る
財
政
需

要
に
対
応
す
る
た
め
の
基
金
で
す
。

基基
金
（
貯
金

基
金
（
貯
金
））

ここ
れ
か
ら

こ
れ
か
ら
のの

財
政
運

財
政
運
営営

市
は
、
こ
れ
ま
で
も
民
間
委
託
や
組
織

機
構
の
見
直
し
、
職
員
数
の
削
減
な
ど
行

政
改
革
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

職
員
給
与
の
独
自
削
減
な
ど
歳
出
の
縮
減

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
臨

時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実
質
的
な
地
方

交
付
税
の
削
減
に
よ
る
歳
入
の
落
ち
込
み

や
、
立
ち
遅
れ
て
い
た
生
活
環
境
基
盤
の

整
備
、
施
設
の
老
朽
化
の
対
応
に
充
て
た

市
債
の
償
還
に
係
る
公
債
費
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
財
政
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
市
は
昨
年
８
月
に
平

成

年
度
か
ら
平
成

年
度
ま
で
の
『
中

１９

２２

期
財
政
見
通
し
』
を
作
成
・
公
表
し
ま
し

た
（
広
報
の
ぼ
り
べ
つ
２
０
０
７
年

月
１０

号
特
集
に
掲
載
）
。
こ
の
間
の
収
支
見
通

し
で
は
、
さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
わ
な
い
場
合
に
は
、
景

気
低
迷
や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る

市
税
収
入
の
減
少
、
ま
た
、
公
債
費
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
高
止
ま
り
の
状
況
が
続
く

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
約

億
２
千
万
円
も

２８

の
累
積
収
支
不
足
額
が
生
じ
る
と
試
算
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
市
は
、
平
成

年
度
ま
で
の
間

２２

を
『
財
政
健
全
化
期
間
』
と
定
め
、
こ
の

累
積
収
支
不
足
額
の
解
消
に
向
け
た
『
財

政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
』
を
確
実

に
実
行
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

『
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
』

に
は
、
市
職
員
の
削
減
や
給
与
独
自
削
減

の
継
続
、
事
務
費
削
減
な
ど
行
政
経
費
の

削
減
の
ほ
か
、
建
設
事
業
を
含
む
事
務
事

業
の
見
直
し
や
市
税
徴
収
率
の
向
上
、
遊

休
不
動
産
の
売
却
に
よ
る
歳
入
確
保
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

市
は
、
で
き
る
だ
け
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
、
創
意
と
工
夫
に

よ
る
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
縮
減
に
向
け

て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば

実
現
で
き
な
い
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。

確
か
な
ま
ち
の
財
政
の
も
と
で
、
個
性

豊
か
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
政
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

この特集に関する
問い合わせ

財政グループ
緯碓８５1331
思碓８５1108

Eメール：fin@city.
noboribetsu.lg.jp

【表６】基金の状況
平成１９年度末
残 高

平成１９年度中
積 立 額

平成１９年度中
処 分 額

平成１８年度末
残 高区 分

７億 ５３万円３５７万円１億７，０００万円８億６，６９６万円財 政 調 整 基 金
２億 ５４８万円１８２万円１億２，４７５万円３億２，８４２万円減 債 基 金
１３億２，８３６万円１億９，９３３万円２億３，２２６万円１３億６，１３０万円特 定 目 的 基 金
８億 ５５９万円１億６，４２０万円２億円８億４，１３９万円退 職 手 当 基 金
３，７８３万円２１万円０円３，７６２万円観 光 開 発 基 金
９８５万円１０５万円２９５万円１，１７５万円墓 地 管 理 基 金
２，７００万円１６万円１８９万円２，８７４万円いきいき人とまち基金
６，１８８万円６７９万円５００万円６，００９万円生涯学習振興基金
１，５６３万円５９万円０円１，５０５万円社会福祉事業基金

１億３，３３７万円０円２，０００万円１億５，３３７万円お も い や り 基 金
１億 １３５万円２，５４２万円０円７，５９３万円一般廃棄物処理施設整備基金
１億３，５８５万円９２万円０円１億３，４９３万円新図書館建設基金

０円０円２４２万円２４２万円特定農山村地域活動支援基金
２２億３，４３７万円２億 ４７１万円５億２，７０２万円２５億５，６６８万円小 計
５億２，３０７万円１億７，６３９万円０円３億４，６６８万円介護給付費準備基金
１億９，８４２万円７０万円０円１億９，７７２万円運 用 基 金
１億９，８４２万円７０万円０円１億９，７７２万円土地開発基金（現金）
２９億５，５８６万円３億８，１７９万円５億２，７０２万円３１億 １０８万円合 計
５億９，２２０万円５４９万円０円５億８，６７２万円北海道市町村備荒資金組合納付金
３５億４，８０６万円３億８，７２８万円５億２，７０２万円３６億８，７８０万円総 合 計

１０万９，３３０平方㍍０平方㍍０平方㍍１０万９，３３０平方㍍土地開発基金（土地）
※各項目で表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げ額が一致しない
個所があります。

【表７】市有財産の内訳（平成１９年度末現在）
面積・金額区 分

６３８万１，６２９平方㍍土 地

２８万９，０５９平方㍍建 物

３５億４，８０６万円現 金
基金など

１０万９，３３０平方㍍土 地

１０億 ４０１万円債権など
そ の 他

６万４，３０５平方㍍土 地
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平 成
１９年度 水道事業会計の決算状況

金 額項 目
３億３，２１０万円資本的収入
２億９，９６０万円
１億８，９６０万円

企業債
(内借換債）

３，２５０万円負担金
７億１，６１２万円資本的支出
３億 ４３４万円建設改良費
４億１，１７８万円
１億９，００２万円

企業債償還金
(内繰上償還）

３億８，４０２万円不 足 額

【資本的収支】

金 額項 目
９億４，３２０万円収益的収入
９億４，２１８万円
８億８，６８４万円

営業収益
(内給水収益)

１００万円営業外収益
２万円特別利益

８億４，９９１万円収益的支出
６億９，１５８万円営業費用
１億５，３３５万円営業外費用

４９８万円特別損失
９，３２９万円純 利 益

【収益的収支】 ◎収益的収支
収益的収支とは、水をつくり、ご家庭に水をお届けす

るための収支を表したものです。
収入合計は、予算の９億６，５８５万円に対し決算は９億

４，３２０万円で２，２６５万円の減となりました。
一方、支出合計は、予算の８億９，９８３万円に対し決算
は８億４，９９１万円で４，９９２万円の減となりました。
この結果、収支決算は、予算の６，６０２万円に対し９，３２９
万円の黒字となりました。
これは、事務事業の精査を図りながら経費の節減に努

めたことや、平成１９年７月１日からの水道料金の改定
（平均改定率１０％）によるものです。
この黒字額については、国などからの借入金の今後の

元金償還に備えるため減債積立金に１，３２９万円、配水管
の更新などの施設整備に備えるため建設改良積立金に
８，０００万円を積み立てする予定です。

◎資本的収支
資本的収支とは、浄水施設や配水池、配水管の整備な

どに使用するための収支を表したものです。
収入合計は、予算の３億５，９６０万円に対し決算は３億

３，２１０万円で２，７５０万円の減となりました。
一方、支出合計は、予算の７億８，７６８万円に対し決算
は７億１，６１２万円で７，１５６万円の減となりました。
この結果、収支決算は、予算の４億２，８０８万円に対し
３億８，４０２万円の財源不足となりました。
この不足額については、収益的支出のうち現金の支出

を必要としない費用の減価償却費など内部留保している
損益勘定留保資金や建設改良積立金で補てんしました。

わたしたちの日常生活において、水は欠かせないものであり、
水道は生活を支えるライフラインの１つです。
市は、安全で良質な水道水を安定的に供給するため、市民の
皆さんからいただく水道料金を主な財源として、水道施設の整
備や維持管理などを毎年度実施しています。
今月号では、表を使いながら平成１９年度水道事業会計の決算
状況をお知らせします。

水道事業は、地方公営企業法に基づき地方自治体が経営
する企業として運営されています。
会計制度は、企業の経営成績や財政状態を明らかにする

ため、企業会計方式を採用しているほか、事業に必要な経
費は経営に伴う収入（水道料金収入）をもって充てるとい
う独立採算制を原則に経営しています。
このため、事業の運営に当たっては、本来の目的である

公共の福祉を増進するとともに、常に効率的な事業運営を
図り、企業の経済性を発揮することが求められています。
水道事業は、将来にわたり市民の皆さんへ安定給水する

ことを使命としており、そのためには、水源の確保や水道
施設の整備などの事業が不可欠になっています。

５２，０３９人給水人口

２２，１１２戸給水戸数

４３５万１，６９７立方㍍
（１日１人当たり平均２２８㍑）年間給水量

１万３，８３８立方㍍平均配水量
（１日当たり）

（平成１９年度）
給水の状況

水道事業会計の概要

収入と支出の概要
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▲配水管布設工事

事 業 費工 事 内 容区 分

９，２９４万円水道水の安定供給を図るため、幹線となる配
水管を布設

送配水管
新設工事

３，０９２万円
赤水発生の解消や地震などの災害に強い水道
施設の整備を図るため、老朽化した配水管の改
良（更新）

送配水管
改良工事

４，０６１万円公道の拡幅工事や下水道工事などに伴う配水
管の移設

送配水管
移設工事

１４７万円配水管工事に伴う道路の舗装復旧その他送配
水の工事

２，８６７万円計量法で定められている水道メーターの取り
替え（８年ごと）

水道メーター
取替工事

２，５５７万円登別温泉浄水場の水臭気観測装置の設置や高
圧電気設備の一部改修

その他
設備工事

平成１９年度に実施した工事は、次のとおりです。

安定した水の供給を維持するためには、浄水場や配水管などの水道施
設を常に整備し、これから更新時期を迎える水道施設を計画的に整備し
ていく必要があります。
この整備には、億単位のお金が必要になり、手持ちのお金では賄うこ
とができません。
そこで、国などから借金をして、水道料金の中から返済しています。
水道事業では、この借金を『企業債』といいます。
また、この借金は、現在、水道を利用している市民だけではなく、将
来、利用する市民にも公平に負担してもらうという目的も含め、長期の
計画で返済しています。
平成１９年度末現在で借入元金の残高は、５４億７，１４８万円（バランスシ
ート参照）となっています。これを給水人口１人当たりに換算すると１０
万５，１４１円になります。

水道施設整備の状況

バランスシート（貸借対照表）は、企業の財政状態を明らかにするため、
保有するすべての資産や負債、資本を表示したもので、株主などに会社の経
営内容を知ってもらうために作成される報告書です。
次の表は、平成１９年度末現在での水道事業の財政状態を表したものです。

財産の状況

借入金の状況

水道事業の決算状況に
関するお問い合わせは

水道グループ
緯碓８５５５０１
思碓８５５８０５

Ｅメール：gyoumu@city.
noboribetsu.lg.jp

【バランスシート】
金 額区 分金 額区 分
１億２，６９２万円流 動 負 債８３億１，６２８万円固 定 資 産

７，３２３万円未払金（未払いの債務）

８３億１，６２８万円有形固定資産
（建物・配水管・水道メーターなど） １１万円前受金（概算払いの水道料金）

５，３５８万円その他（下水道料金預り金など）

６８億２，３８３万円資 本 金４億２，２８３万円流 動 資 産

１３億５，２３５万円自己資本金
（建設改良積立金の取崩額など）３億１，６０３万円預金現金（手持資金）

５４億７，１４８万円借入資本金（企業債）１億 ４０７万円未収金（未納水道料金）

１７億８，８３６万円剰 余 金２７０万円貯蔵品（たな卸資産）

１５億３，９０７万円資本剰余金（工事負担金など）３万円その他流動資産

２億４，９２９万円利益余剰金（減債積立金など）

８７億３，９１１万円負 債 ・ 資 本 合 計８７億３，９１１万円資 産 合 計

▲水道メーター取り替え工事
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登
別
地
獄
ま
つ
り
の
先
駆
け
、

温
泉
祭
り
が
開
催
さ
れ
る

祝 登別温泉開湯１５０年特別企画

湯のまちのまつり
今年で４５回目を迎える『登別地獄まつり』が８月３０日土・

３１日日に開催されます。
このまつりは、登別温泉の夏のイベントとして、多くの方
に知られており、開湯１５０年を迎えた登別温泉の発展に大き
く貢献しています。
今月号では、『登別地獄まつり』の歴史などをお知らせし
ます。

1858ー

登別温泉開湯１５０年記念

２００８

昭
和

年
、
登
別
温
泉
を
含
む
『
支
笏

２４

洞
爺
国
立
公
園
』
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
国
立
公
園
の
指
定
を
契
機
に
、
昭

和

年
７
月
、
登
別
温
泉
初
の
『
温
泉
祭

２６
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

温
泉
祭
り
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
踊
り
、
歌

謡
大
会
、
花
火
大
会
な
ど
多
彩
な
行
事
が

昼
夜
の
区
別
な
く
３
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
祭
り
が
現
在
の
『
登
別

地
獄
ま
つ
り
』
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

▲第１回登別地獄まつり

▲温泉まつり仮装行列

第
１
回
登
別
地
獄
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
る

昭
和

年
９
月
４
日
か
ら
３
日
間
、
登

３９

別
温
泉
の
新
名
物
と
し
て
第
１
回
『
登
別

地
獄
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
前
の
登
別
温
泉
の
祭
り
は
、
温

泉
祭
り
や
観
光
ま
つ
り
な
ど
、
そ
の
と
き
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ど
き
の
情
勢
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
な
か
な
か
定
着
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
昭
和

年
、
登
別
観
光
協
会

３８

の
総
会
で
、
誘
客
宣
伝
の
柱
と
な
る
大
型

観
光
祭
り
の
開
催
が
提
案
さ
れ
、
新
た
な

名
物
『
登
別
地
獄
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
祭
り
の
成
功
の
可
否
が
、

登
別
温
泉
の
将
来
の
発
展
を
占
う
も
の
と

し
て
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
回
目
の
ま
つ
り
開
催
日
は
、
静
か

だ
っ
た
温
泉
街
に
太
鼓
の
音
が
響
き
、

『
鬼
み
こ
し
』
の
歓
声
や
『
鬼
踊
り
大
群

舞
』
な
ど
で
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

３
日
間
の
入
り
込
み
客
は
、
約
１
万
３

千
人
で
、
初
回
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
成

功
を
収
め
、
関
係
者
を
ホ
ッ
と
さ
せ
ま
し

た
。
以
来
『
登
別
地
獄
ま
つ
り
』
は
、
登

別
温
泉
の
夏
祭
り
と
し
て
定
着
し
、
ま
た

登
別
温
泉
の
名
物
と
し
て
全
国
的
に
有
名

に
な
り
ま
し
た
。

平
成

年
の
第

回
か
ら
ま
つ
り
期
間

１６

４１

が
２
日
間
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
、

延
べ
約
４
万

人
の
方
が
ま
つ
り
を
楽
し

５００

み
ま
し
た
。

そ
の
み
こ
し
は
、
ま
つ
り
期
間
以
外
は

Ｊ
Ｒ
登
別
駅
前
に
鎮
座
し
観
光
客
を
歓
迎

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
７
年
に
は
、
み
こ
し
が
ハ

ワ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
招
待
さ
れ
、
海

を
渡
り
ま
し
た
。

閻
魔
大
王
か
ら
く
り
山
車

え
ん

ま

だ

し

平
成
５
年
の
第

回
か
ら
登
場
し
、
善

３０

人
に
は
、
慈
悲
の
顔
で
天
国
を
示
し
、
悪

人
に
は
憤
怒
の
顔
で
地
獄
へ
の
審
判
を
下

し
ま
す
。

閻
魔
大
王
か
ら
く
り
山
車
は
、
幅
４
㍍
、

長
さ
８
㍍
、
高
さ
６
㍍
で
、
大
音
響
と
と

も
に
目
が
光
り
、
牙
を
む
き
出
し
、
真
っ

赤
な
口
を
開
き
、
腕
を
振
り
上
げ
ま
す
。

ま
つ
り
が
終
わ
る
と
閻
魔
堂
に
安
置
さ

れ
、
定
刻
に
な
る
と
『
閻
魔
大
王
』
の
か

ら
く
り
が
動
き
出
し
ま
す
。

過
去
の
ま
つ
り
で
は
、
閻
魔
堂
の
前
で

結
婚
式
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。▲閻魔大王からくり山車

▲鬼みこし

▲鬼みこし

第４５回登別地獄まつり 問い合わせ
登別観光協会（緯碓８４３３１１）

▼場所 登別温泉街（極楽通り）

▼プログラム（予定）
８月３０日土
１２：０５～１５：３０ 各種イベント
１９：０５～１９：１５ オープニング『鬼太鼓』
１９：１５～１９：４５ 鬼みこし暴れねりこみ
１９：４５～２０：０５ 前触れ太鼓
２０：０５～２０：４５ 鬼踊り大群舞（仮装鬼踊りコンテスト）
２１：００～２１：４５ 閻魔大王からくり山車運行
８月３１日日
１２：０５～１５：３０ 各種イベント
１９：０５～１９：３５ 鬼みこし暴れねりこみ
１９：３５～１９：５５ 前触れ太鼓
１９：５５～２０：３５ 鬼踊り大群舞
２０：５０～２１：３０ 閻魔大王からくり山車運行
２１：３５～２２：００ ファイナル花火大会
※天候や都合により催し物・時間が一部変更になる場合があります。
仮装鬼踊りコンテスト参加者募集

▼日時 ８月３０日土 ２０時０５分～２０時４５分（審査発表 ２０時４５分～２１時００分）

▼参加条件 鬼踊り大群舞に参加し、鬼踊りを踊ること
※個人・団体は問いません。

▼申込方法 当日１７時３０分から１９時までに登別観光協会前で申し込みし、ゼッ
ケンをお受け取りください
※申し込みとゼッケンの無い参加者は、審査対象外となります。

▼賞品 参加賞ほか豪華賞品盛りだくさん

▲鬼踊り大群舞

登
別
地
獄
ま
つ
り
豆
知
識

鬼
み
こ
し

登
別
地
獄
ま
つ
り
の
名
物
と
な
っ
て
い

る
の
が
重
さ
１
㌧
の
『
鬼
み
こ
し
』
。
第

１
回
か
ら
第

回
ま
で
は
、
ま
つ
り
の
た

１２

び
に
み
こ
し
を
作
成
し
て
い
ま
し
た
。
現

在
の
み
こ
し
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和

年
５１

の
第

回
か
ら
で
す
。

１３
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７
月
７
日
月
～
９
日
水
の
３
日
間
、
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
地
球
規
模
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
わ
た
し
た
ち
の
未
来
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
気
候
変
動
問
題
に

つ
い
て
、
「
Ｇ
８
（
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、

エ
イ
ト

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ

リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ロ
シ
ア
）
は
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
世
界
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
を
少
な
く
と
も

％
削
減
す
る

５０

と
い
う
長
期
目
標
を
、
世
界
全
体
の
目
標

と
し
て
採
択
す
る
こ
と
を
求
め
る
、
と
の

認
識
で
一
致
し
ま
し
た
」
と
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
長
期
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
わ

た
し
た
ち
が
、
ご
み
の
減
量
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
契
機
に
、

節
電
な
ど
を
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
一
過
性
で
終
わ

ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
サ
ミ
ッ
ト
終
了
後

も
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
に
、
環
境
に
優
し
い
生

活
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
は
、
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
環
境
に
関
す
る
取
り
組
み

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
に
関
連
し
た
市
内
の
取
り
組
み

６月２２日日、『洞爺湖サミット記念クリー
ン作戦』（登別市連合町内会・登別市衛生団
体連合会共催）が行われました。
この取り組みは、北海道洞爺湖サミットが

開催されるため、環境美化活動に取り組もう
と、例年行っている『春・秋の登別クリーン
作戦』と同様に行われました。
この日は、町内会や町会、自治会の皆さん

が８時から１時間ほどかけて道路や公園、広
場などから空き缶やペットボトル紙くずなど
を燃やせるごみ、燃やせないごみに分別しな
がら拾い集めました。
サミット終了後も、きれいなまち登別を実

現するために、ごみのポイ捨てなどはやめま
しょう。

洞爺湖サミット記念クリーン作戦

７月６日日、クリンクルセンターで『リサイクルまつり‘０８イン登別・白老』（同運営委員会主催）が行
われ、約２，０００人の方が訪れました。
今年のリサイクルまつりは、北海道洞爺湖サミットのテーマの一つが『環境』のため、サミットの開催日
前日に行われました。
会場には、フリーマーケットや環境パネル展・環境標語展、マイバッグの展示などのｅｃｏコーナー、牛

エ コ

乳パックを使用した紙すき・絵手紙作り体験などのリサイクル体験コーナー、郷土芸能『熊舞』などが行わ
れました。
環境省が提唱している『１人１日１ｋｇ ＣＯ２削減運動』の登録や、家庭から排出された二酸化炭素の
量と使ったお金が把握できる『環境家計簿』、『こども環境家計簿』の体験には、地球温暖化防止のヒント
になるとあって、訪れた方は積極的に参加していました。

リサイクルまつり‘０８イン登別・白老

▲環境クイズ▲環境家計簿体験▲マイバック展示
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ールさんは、「美しい登別に歓迎いただき感謝します。
特別な日である独立記念日をお祝いしていただき感謝し
ます。すばらしいセレモニーをありがとう」とあいさつ
し、それぞれが記念品を贈呈しました。また、登別小学
校の宮越恵理奈さんと

みや こし え り な

西原夢乃さんが先遣隊副代表のエ
にし はら ゆめ の

ドワード・ミヤギシマさんと在札幌アメリカ総領事のダ
ーナ・ウエルトンさんに花束を贈呈しました。
セレモニーに出席した政府代表団約１００人は、オニッ
コマーチングバンドや北海自衛太鼓の演奏に聞き入って
いたほか、郷土芸能『熊舞』の披露では、カメラやビデ
オカメラで撮影していました。
セレモニー終了後は、記念撮影が行われたほか、登別
小学校の児童にプレゼントが渡されたました。

アメリカ政府代表団歓迎セレモニー
７月４日金、北海道洞爺湖サミットのため
に登別温泉に宿泊しているアメリカ政府代表
団の歓迎セレモニーが宿泊先のホテルで行わ
れました。
セレモニーは、登別小学校のオニッコマー
チングバンドと国歌の演奏ではじまり、上野
市長が「アメリカ政府代表団を心から歓迎し
ます。皆さんが快適に滞在することができ、
仕事の成果が挙がるよう真心のお手伝いをし
たいと願っています」とあいさつ。アメリカ
政府代表団先遣隊代表のキンバリー・キンボ

６月２２日日・２９日日、７月６日日の３日間、登別
漁港屋根付岸壁で『海鮮直市』（市、登別まちづく
り促進期成会、いぶり中央漁業協同組合共催）が行
われました。
この３日間の『海鮮直市』は、サミット歓迎・登

別温泉開湯１５０年記念とし、観光客や市民に対して
登別漁港で水揚げされた水産物と衛生管理型施設の
ＰＲを行うために開催されました。
この日は、先着２００人にエビ汁の無料提供が行わ
れたほか、ホッキ貝やサラ貝、ボタンエビなどの水
産物の直売などが行われました。
なお、海鮮直市は、１０月までの毎週日曜日、ＪＲ
登別駅前で行われる予定です。

マの一つが『アフリカ支援』のため、サミット開催
日の前日に行われました。
この日は、１３７人の方からダンボール２２３個分（３
会場合計個数）の衣料などを持参していただきまし
た。
持参いただいた衣料などは、ＮＰＯ法人日本救援
衣料センターを通して難民の方へ送ります。

アフリカの難民の方への衣料送付 海鮮直市

サミットに関連した市内の取り組み

７月６日日、市民会館・鷲
別公民館・婦人センターで、
『アフリカの難民の方への衣
料送付』（市・のぼりべつ国
際交流会共催）が行われまし
た。
この取り組みは例年、１０・

１１月ころに行われていますが、
北海道洞爺湖サミットのテー

▲記念品を贈呈する上野市長

▲政府代表団に喜ばれた熊舞

▼すてきな演奏を披露したオニッ
コマーチングバンドの皆さん
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ののののののののののののぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼりりりりりりりりりりりりべべべべべべべべべべべべつつつつつつつつつつつつ ここここここここここここどどどどどどどどどどどどもももももももももももも環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境ササササササササササササミミミミミミミミミミミミッッッッッッッッッッッッのぼりべつ こども環境サミットトトトトトトトトトトトト

の
ぼ
り
べ
つ

こ
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト

『
地
球
へ
の
思
い
や
り
』

環
境
に
関
す
る
情
報
交
換
を

『
の
ぼ
り
べ
つ

こ
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト
』

は
、
子
ど
も
た
ち
が
環
境
に
つ
い
て
学
習
し

て
い
る
こ
と
や
校
区
内
で
実
践
し
て
い
る
活

動
な
ど
を
発
表
し
、
一
つ
の
『
環
境
宣
言
』

と
い
う
目
標
を
つ
く
り
、
こ
れ
か
ら
の
環
境

保
全
活
動
を
よ
り
活
発
に
行
っ
て
も
ら
お
う

と
開
催
さ
れ
、
市
内
全
小
学
校
（
８
校
）
か

ら

人
（
各
校
３
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

２４ま
た
、
北
海
道
胆
振
支
庁
に
よ
る
『
胆
振

地
域
３
Ｒ
推
進
フ
ェ
ア
』
や
市
内
在
住
の
米よ

ね

田
恵
美
さ
ん
に
よ
る
『
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト

た

め
ぐ

み

展
』
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
っ
て
何
だ
？

の
ぼ
り
べ
つ
こ
ど
も

環
境
家
計
簿
の
ス
ス
メ

参
加
し
た
児
童
は
、
は
じ
め
に
事
前
学
習

と
し
て
、
地
球
温
暖
化
の
仕
組
み
や
地
球
温

暖
化
が
及
ぼ
す
影
響
、
家
庭
で
で
き
る
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
市
が
作
製
し
た

『
の
ぼ
り
べ
つ

こ
ど
も
環
境
家
計
簿
』
の

活
用
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

こ
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト
は
、
同
サ
ミ
ッ
ト

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
環
境
標
語
を
つ
く
っ
た

青
葉
小
学
校
６
年
小こ

林ば
や
し

純じ
ゅ
ん

也
君
が
標
語
に
込

や

め
た
思
い
を
述
べ
、
「
ガ
ス
出
す
な

地
球

の
さ
け
び

聞
こ
え
る
か
」
の
発
声
で
開
幕

し
ま
し
た
。

▲開幕宣言を行った
小林純也君

学
校
で
行
っ
て
い
る
環
境
に

関
す
る
活
動
を
発
表

実
験
・
体
験
学
習
に

笑
顔
と
歓
声

北
海
道
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
職
員

６月２８日土、北海道洞爺湖サミットに先駆け、『ガス出すな
地球のさけび 聞こえるか！～わたしたちができる地球への思
いやり～』をテーマに『のぼりべつ こども環境サミット』が
開催されました。
同サミットに参加した小学生は、各国の首脳にも負けない熱

意で、環境問題について取り組んでいました。
今月号では、『のぼりべつ こども環境サミット』と同サミ
ットに引き続き開催された環境講演会についてお知らせします。

開
幕
宣
言
に
続
き
、
北
海
道
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
員
の
石
原
千
鶴
さ
ん
の
進
行

い
し
は
ら

ち

づ
る

に
よ
り
、
市
内
８
校
の
児
童
が
、
「
学
校
に

た
く
さ
ん
の
木
や
花
を
植
え
て
ま
す
」
（
幌

別
小
学
校
）
、
「
幌
別
川
の
生
き
物
か
ら
水

の
汚
れ
を
調
べ
ま
し
た
」
（
幌
別
西
小
学
校

「
ひ
な
わ
し
学
習
で
山
や
海
岸
の
清
掃
活
動

を
し
て
い
ま
す
」
（
鷲
別
小
学
校
）
、
「
リ

ン
グ
プ
ル
で
車
い
す
を
寄
付
で
き
ま
し
た
」

（
登
別
小
学
校
）
、
「
サ
ケ
の
学
習
で
命
の

大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
」
（
富
岸
小
学

校
）
、
「
児
童
全
員
で
環
境
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
ま
す
」
（
幌
別
東
小
学
校
）
、
「
小

さ
な
虫
か
ら
川
の
水
質
を
教
わ
り
ま
し
た
」

（
若
草
小
学
校
）
、
「
青
葉
の
森
か
ら
自
然

の
仕
組
み
を
学
び
ま
し
た
」
（
青
葉
小
学
校
）

な
ど
、
学
校
で
の
学
習
内
容
や
活
動
、
目
標

な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
会
場
に
訪
れ
た
方

は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
学
習
内
容
や
熱
心
な
活
動

に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

）、
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に
よ
る
実
験
と
体
験
学
習
に
児
童
の
笑
顔
と

悲
鳴
に
似
た
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
の
実
験
で
は
、
二
酸
化
炭
素
の
み

を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
空
気
を
入
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
ラ
イ
ト
で
暖
め
た
後
に
、

温
度
の
下
が
る
速
さ
を
比
較
。
そ
の
結
果
、

二
酸
化
炭
素
の
み
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
方
が

温
度
の
下
が
る
速
さ
が
遅
い
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
会
場
内
の
空
気
と
自
分
の
吐

い
た
息
、
事
前
に
用
意
し
た
自
動
車
の
排
気

ガ
ス
の
そ
れ
ぞ
れ
に
含
ま
れ
る
二
酸
化
炭
素

の
量
を
検
知
管
を
使
っ
て
測
定
。
自
動
車
の

排
気
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
電
気
を
発
生
さ
せ
る
に
は
、

多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
こ
と
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
自
転
車
を
こ
い
で
自
転
車

に
取
り
付
け
ら
れ
た
発
電
機
で
電
気
を
起
こ

す
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
児
童
は
、
電
球
や

テ
レ
ビ
、
扇
風
機
な
ど
で
、
消
費
す
る
電
気

量
が
違
う
こ
と
を
知
り
、
「
電
気
を
起
こ
す

の
は
大
変
。
見
て
な
い
時
は
テ
レ
ビ
を
消
そ

う
」
な
ど
と
話
し
合
っ
て
ま
し
た
。

の
ぼ
り
べ
つ
こ
ど
も

環
境
宣
言
が
完
成

人
の
児
童
は
、
各
自
が
サ
ミ
ッ
ト
に
先

２４
立
ち
つ
く
っ
て
き
た
環
境
宣
言
文
を
元
気
に

発
表
し
た
後
、
宣
言
書
に
登
載
す
る
宣
言
文

の
作
成
に
取
り
掛
か
り
、
８
つ
の
宣
言
文
が

決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
宣
言
文
を
宣
言
書
に

書
き
込
み
、
市
内
小
学
生
全
員
（
２
千

人
）

６0３

に
よ
る
『
の
ぼ
り
べ
つ

こ
ど
も
環
境
宣
言
』

が
完
成
。
児
童

人
と
会
場
が
一
体
と
な
っ

２４

て
声
高
ら
か
に
宣
言
し
ま
し
た
。

環
境
講
演
会

『
の
ぼ
り
べ
つ

こ
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト
』

に
引
き
続
き
、

時
か
ら
環
境
講
演
会
『
利

１８

尻
島
か
ら
マ
グ
ロ
が
消
え
た
～
海
洋
環
境
変

動
が
も
た
ら
す
日
本
海
漁
業
の
変
貌
～
』

（
市
、
登
別
市
環
境
保
全
市
民
会
議
共
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
講
師
の
小
樽
商
科
大
学
教

授
の
八
木
宏
樹
さ
ん
が
、
利
尻
島
近
海
で
マ

や

ぎ

ひ
ろ

き

グ
ロ
が
捕
れ
て
い
た
こ
と
で
、
利
尻
島
が
潤

っ
て
い
た
こ
と
や
、
マ
グ
ロ
の
エ
サ
と
な
る

イ
カ
ナ
ゴ
を
捕
り
過
ぎ
た
こ
と
が
マ
グ
ロ
が

利
尻
島
か
ら
消
え
た
原
因
で
あ
る
こ
と
、
地

球
温
暖
化
に
よ
っ
て
北
海
道
に
接
近
す
る
流

氷
の
量
が
少
な
く
な
る
こ
と
、
エ
サ
と
な
る

魚
と
海
の
海
洋
変
動
は
大
き
く
連
動
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

講
演
会
に
は
、
大
人
の
ほ
か
に

人
程
度

５０

の
小
学
生
の
姿
が
あ
り
、
講
演
会
が
終
わ
っ

た
後
も
八
木
先
生
に
質
問
す
る
な
ど
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

の
ぼ
り
べ
つ
こ
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト

と
環
境
講
演
会
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
緯
碓８５
２
９
５
８
）

ののののののののののぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼりりりりりりりりりりべべべべべべべべべべつつつつつつつつつつ ここここここここここどどどどどどどどどどもももももももももも環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣のぼりべつ こども環境宣言言言言言言言言言言言
わたしたちは、山や海、川や湿原など、美
しい自然に恵まれた、のぼりべつの環境を守
るため、「ガス出すな 地球のさけび 聞こ
えるか！」を合言葉に、みんなで力を合わせ
地球に優しい行動をすることを決意し、次の
とおり宣言します。

以上を宣言し、かけがえのない地球と生きと
し生けるもの、全てに優しい行動を、今、こ
のときから取り組みます。
平成２０年６月２８日

北海道登別市 小学生 ２，６０３名

幌別小学校は、学校や家庭でみんなと協力
し、使っていない部屋の電気をこまめに消す
など、エネルギーの無駄遣いを防ぐために努
力します。

幌別小学校 ３７１名
幌別西小学校は、地球温暖化をくい止める
ことを目指して、ごみの減量化をうったえ続
け、実践していきます。

幌別西小学校 ４１９名
鷲別小学校は、みんなに５つのＲ（リユー
ス、リデュース、リサイクル、リフューズ、
リペア）をするよう呼びかけ、地球の環境を
守っていきます。

鷲別小学校 ２８２名
登別小学校は、これまでの伝統を受け継ぎ、
ボランティア清掃を続け、生き生きとした緑
かがやく町をつくります。

登別小学校 ２４２名
富岸小学校は、地域の人たちと協力し合っ
て、たくさんのサケが帰ってくる富岸川をき
れいにしていきます。

富岸小学校 ５２５名
幌別東小学校は、地球に優しい学校を目指
して、植物を植えたり、雑草を抜いたり、節
電節水を行ったりします。

幌別東小学校 １５０名
若草小学校は，二酸化炭素を吸ってくれる
木に感謝して、これからも緑を大切にする町
にしていきます。

若草小学校 ３０７名
青葉小学校は、デンマークの人々を目指し
て緑いっぱいの町にしたいと思います。

青葉小学校 ３０７名
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７月１日火、市民会館で『レジ袋削減
に関する協定調印式』が行われました。
レジ袋の削減は、ごみの発生の抑制や、
資源の有効利用、二酸化炭素の排出量の
削減につながることから、環境負荷軽減
のために有効な手段です。
そのため、登別・室蘭・伊達の三市は、
地球にやさしいエコライフを確立するた
め、レジ袋削減の趣旨に理解していただ
いた３市内の９社３１店舗と、マイバッグ

～～レジ袋削減に関する協定調印式～レジ袋削減に関する協定調印式～～

レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジレジ袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋袋かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららららからママママママママママママママママママママママママママママママママママイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイババババババババババババババババババババババババババババババババババッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッマイバッグググググググググググググググググググググググググググググググググググへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

６月２６日木、登別市民憲章推進協議会による、ＪＲ幌
別駅西口駅前花壇の植栽が行われました。
この取り組みは、『花いっぱい運動』の一環として平
成１５年から行われており、この日は会員約９０人が参加し、
同協議会花部会のフラワーマスターなどが育てた、マリ
ーゴールドやサルビア、ベゴニア、アゲラタム、レンゲ、
シロタエキクの６種類３，０００株を丁寧に植栽。色とりど
りの花が乗降客などの皆さんをお出迎えしています。
また、６月２０日金、若草中央公園の花壇にも７種類

１，４００株の植栽が行われました。
同協議会は、これらの活動などが認められ、平成１８年

には『住民運動実践功労者支庁表彰』、平成１９年には
『北海道社会貢献賞』を受賞しています。

色とりどりの花がお出迎え

運動を進めている３市の消費者協会との間に協定を締結しました。
この協定の締結により、次の事業者ではレジ袋の無料配布が中止になりますので、マイバックなどをご持
参ください。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

▼事業者名（無料配布中止日）
㈱志賀綜合食料品店（６月２日～）、㈱ラルズ（７月４日～）、イオン北海道㈱・マックスバリュ北海道
㈱・生活協同組合コープ札幌（７月５日～）、㈱ウロコ・伊達市農業協同組合（８月１日～）、㈱アルファ
マート（１０月１日～）、㈱グルメシティ北海道（平成２１年３月３１日までに）

筆で字を書く楽しさを感じて ～書道教室～

７月３日木、市民会館で『書道教室』（文化・スポーツ
振興財団主催）が行われ、５人が参加しました。
この教室は、書道を楽しみながら上達してもらおうと、

登別書道連盟会長の成田成峰さんを講師に迎え、書道の基
なり た せい ほう

本を３回に分けて学ぶものです。
１回目のこの日は、文字を美しく書くための正しい姿勢

や筆の持ち方、書体・書風の種類、書道の用具などについ
て学び、「体でリズムをとって書くことが大切」などのア
ドバイスを受けていました。
参加者は、「字を書く時の筆の入り方から書き終わりの

筆の出方、書いている時の筆の立て方など親切丁寧に教え
ていただき、大変分かりやすかったです」と話してくれま
した。

～登別市民憲章推進協議会
ＪＲ幌別駅西口駅前花壇植栽～
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７月１２日土・１３日日の２日間、登別ビーチパーク（登別
マリンパークニクス前庭）でまちおこしイベント『２００８わ
くわく広場のぼりべつ～ニジのかなたへ～』（同実行委員
会主催）が開かれました。
晴天に恵まれる中、ステージでは、音楽や踊りによるパ
フォーマンスや町内会対抗歌謡バトル、チーム対抗戦のわ
くわくダービーなどたくさんの催し物が行われました。
子どもたちは、子ども遊び広場や室蘭工業大学サークル
『夢工房』による科学の実験に人気が集中。特設会場では、
囲碁や将棋などの町内対抗イベントが行われ、白熱した真
剣勝負が繰り広げられていました。
そのほか登別温泉開湯１５０年を記念して、登別温泉のお
湯で足湯を体験できる足湯体験コーナーが行われたほか、
１２日の２０時から行われた花火大会が、イベントを盛り上げ
ていました。
最後は、恒例のビンゴ大会が行われ、豪華景品を目指し、
番号が読み上げられるたびに、歓声が上がっていました。

～２００８わくわく広場のぼりべつ～

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年ははははははははははははははははははははははははははははははははははは７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色ののののののののののののののののののののののののののののののののののの魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅魅力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力でででででででででででででででででででででででででででででででででででわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわくわくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく

７月１１日金、市民プール『らくあ』の入場者が５０万人
を達成しました。
『らくあ』は、健康増進施設として、平成１６年６月に
オープンして以来、多目的プールで行われる水中運動教
室や流水・歩行プール、トレーニングジムなどの利用が
好調で、予想を大きく上回りおよそ４年１カ月で早くも
利用者が５０万人に達しました。
５０万人目の記念すべき入館者となったのは、週２回水
泳教室に通っている岸本君子さん（幌別町）。岸本さん

きし もと きみ こ

は記念品を手渡され、「まさか自分が５０万人目になると
は思っていなかったので、びっくりしました。これから
も利用していきたいです」と笑顔で話してくれました。
また、入館者５０万人に達する日を予想するキャンペー
ンでは、応募総数１４８件のうち２人の方が的中しました。

～森のちょこっと子育てひろば～

７月２日水、ふぉれすと鉱山で『森のちょこっと子育
てひろば』（ＮＰＯ法人モモンガくらぶ主催）が行われ、
１５組３１人が参加しました。
この催しは、自然の中で自由に遊べる子育てひろばを

提供し、親子の触れ合いの時間をサポートするため、６
月４日水から１１月２６日水までの毎週水曜日１０時から１２時
まで行われているものです。
この日は、ハンモックに寝っ転がったり、ブランコに

乗ったりしながら、自然の中を自由に親子で過ごした後、
七夕が近いことから、みんなで短冊に願いごとを書いて
笹に飾りました。そして、ふぉれすと鉱山周辺をみんな
でお散歩。途中で草笛を吹いたり、花のみつを吸ったり、
ささ舟を作って川から流したりして楽しんでいました。

自然の中で楽しく子育て

これからも健康づくりのお手伝いを
～市民プール『らくあ』が

入館者５０万人を達成～
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子育てサロン『どんぐり・コロコロ』

子どもたちの健やかな成
長を願って活動していま
す

Group仲 間 た ち

人が輝き まちがときめく

子
育
て
サ
ロ
ン
『
ど
ん
ぐ
り
・
コ
ロ

コ
ロ
』
は
、
日
ご
ろ
、
家
で
孤
立
し
が

ち
な
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
方
に
、
育

児
の
情
報
交
換
が
で
き
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
交
流
の
場
と

し
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら

お
う
と
、
柏
木
町
の
主
任
児
童
委
員
が

中
心
と
な
っ
て
、
平
成

年
４
月
に
設

16

立
し
ま
し
た
。

現
在
、
運
営
委
員
は

歳
代
か
ら

40

80

歳
代
ま
で
の

人
。
毎
週
木
曜
日
の

18

10

時
か
ら

時
ま
で
、
柏
木
町
内
会
館

12

『
こ
ぶ
し
の
家
』
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
委
員
は
年
配
者
が
中
心
で
す
の
で
、

遊
び
に
来
る
お
母
さ
ん
か
ら
は
、
実
家

に
帰
っ
て
来
た
み
た
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

遊
び
は
自
由
遊
び
を
中
心
に
、
手
遊
び

や
お
返
事
は
い
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

紙
芝
居
な
ど
の
ほ
か
、
ひ
な
祭
り
や
ク

リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
行
っ
た
り
、
花
を

飾
っ
た
り
、
天
気
の
良
い
日
に
は
お
散

街
頭
で
「
日
用
品
を
無
料
で
配
っ
て

い
る
」
と
呼
び
止
め
ら
れ
、
近
く
の
ビ

ル
の
一
室
へ
連
れ
て
行
か
れ
た
。
そ
こ

で
は
日
用
品
が
次
々
と
配
ら
れ
、
「
欲

し
い
人
は
手
を
挙
げ
て
」
と
言
わ
れ
た
。

そ
の
た
び
に
手
を
挙
げ
て
い
た
ら
、
そ

の
う
ち
「
こ
の
磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
、
い

つ
も
は

万
円
だ
け
ど
今
日
は
特
別
に

６０

半
額
」
と
の
威
勢
の
良
い
声
に
乗
せ
ら

れ
、
思
わ
ず
手
を
挙
げ
て
し
ま
っ
た
。

金
額
の
高
さ
に
気
付
き
や
め
よ
う
と
し

た
が
、
「
分
割
払
い
で
も
い
い
、
ほ
か

の
お
客
さ
ん
が
次
の
品
物
が
出
る
の
を

待
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
迫
ら
れ
契
約
書

に
サ
イ
ン
し
て
し
ま
っ
た
。

催
眠
商
法
は
、
無
料
で
商
品
を
配
る

な
ど
と
い
っ
て
高
齢
者
や
主
婦
を
会
場

に
集
め
、
言
葉
巧
み
に
消
費
者
を
一
種

の
催
眠
状
態
に
し
て
、
高
額
な
商
品
を

購
入
さ
せ
る
商
法
で
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
っ
て
取
り
囲
み
、
契
約
を
迫
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
会
場
は
、
ビ
ル
の
空

き
店
舗
や
飲
食
店
、
ホ
テ
ル
の
会
議
室
、

近
所
の
車
庫
な
ど
密
閉
さ
れ
た
空
間
が

多
く
、
主
な
商
品
は
、
羽
毛
布
団
、
健

康
治
療
器
、
健
康
食
品
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル

ー
プ
（
緯
碓８５
３
４
９
１
）

歩
し
た
り
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は

運
営
委
員
長
の
関
根
文
次
さ
ん
。

せ
き

ね

ぶ
ん

じ

「
委
員
同
士
、
自
ら
で
き
る
こ
と
を

率
先
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
無
理
を
し

な
い
で
協
力
し
あ
っ
て
、
今
年
の
６
月

に

回
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

200
毎
回
、
参
加
親
子
が
帰
っ
て
か
ら
、
そ

の
日
の
反
省
会
を
開
い
て
、
次
回
に
反

映
し
て
い
ま
す
」
と
関
根
さ
ん
は
会
の

運
営
の
様
子
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

発
起
人
の
一
人
で
運
営
副
委
員
長
の

尾
形
優
子
さ
ん
は
「
子
ど
も
も
親
も
わ

お

が
た

ゆ
う

こ

た
し
た
ち
も
回
数
を
重
ね
る
た
び
に
親

し
く
な
り
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
が
あ
り

ま
す
。
若
い
お
母
さ
ん
と
の
会
話
や
子

ど
も
た
ち
の
に
っ
こ
り
返
し
て
く
れ
る

笑
顔
に
会
え
る
日
が
楽
し
み
で
す
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
登
別
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
緯
碓88
０
８
６
０
）

ま
で
ど
う
ぞ
。

○
た
だ
よ
り
高
い
も
の
は
な
い

「
無
料
」
「
格
安
」
な
ど
の
言
葉

で
、
来
場
の
誘
い
を
受
け
て
も
、
安

易
に
つ
い
て
行
か
な
い
よ
う
十
分
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う

必
要
の
な
い
も
の
は
断
る
勇
気
が

必
要
で
す
。
は
っ
き
り
「
い
り
ま
せ

ん
」
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
契

約
す
る
場
合
は
そ
の
場
で
決
め
ず
に

契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
家
族
や

知
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

催
眠
商
法
は
、
不
意
打
ち
性
が
あ

る
た
め
訪
問
販
売
に
当
た
り
、
契
約

日
を
含
め
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
に
よ
り
、
無
条

件
で
契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。
ま
た
、

期
間
を
過
ぎ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

う
そ
の
説
明
を
受
け
た
場
合
な
ど
は

中
途
解
約
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
で
き
る
だ
け
早
く
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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くろーずあっぷ

●２０ サイレンを吹鳴します

●２１ 国民健康保険の世帯主の
取り扱いについて

●２１ 国民健康保険税の納め方を
変更できます

●２２ 児童扶養手当現況届、特別児童扶養
手当所得状況届を提出してください

●２３ 市営住宅の入居者を募集します

●２４ 後期高齢者医療制度（長寿医療制度）
のお知らせ

●２５ しんた２１からのお知らせ

●２７ 子育て支援センターからのお知らせ

●２９ ふぉれすと鉱山からのお知らせ

毎月のお知らせ

●２５ 健康相談・診査

●２６ ９月の粗大ごみ収集

●２７ 無料法律相談・くらしの無料相談・
そのほかの相談

●２８ ８月の歯科救急医療

●３３ ８月下旬～９月中旬の市立図書館
行事

●３５ 今月の新着図書

●３５ 不用品ダイヤル市

▼
問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
Ｇ

（
緯
碓８５
６
５
８
６
）

『
▼
申
し
込
み
』

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

▼
区
分
・
月
日
・
時
間

市
税
の
納
税
相
談
・
納
入
窓
口
（
夜
間
、

土
曜
日
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
場
所

税
務
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
本
庁

舎
１
階
３
番
窓
口
）

▼
問
い
合
わ
せ

税
務
Ｇ

（
緯
碓８５
１
１
５
５
）

忘れずに納めましょう
～納期限は９月１日月です～
固定資産税・都市計画税（第２期）と国

民健康保険税（第３期）、介護保険料（普
通徴収第２期）の納期限は９月１日月です。
納税には、便利な口座振替制度もありま

すので、ご利用ください。

▼問い合わせ 税務Ｇ（緯碓８５１１５５）、
国保・年金Ｇ（緯碓８５１７７１）、高齢・
介護Ｇ（緯碓８５５７２０）

時 間月 日区 分

２０時まで

８月２８日木

夜 間

８月２９日金

９時から
１７時まで８月３０日土土 曜 日

『
一
日
行
政
相
談
』
を
偶
数
月

に
開
催
し
て
い
ま
す

国
や
特
殊
法
人
（
公
団
・
事
業
団
・
銀

行
・
公
庫
）
、
北
海
道
、
市
の
業
務
に
関

す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
お
持
ち
の
方

は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

▼
日
時

８
月

日
金

時
～

時

１５

１０

１２

▼
場
所

登
別
郵
便
局
（
Ｊ
Ｒ
幌
別
駅
西

口
前
）

▼
行
政
相
談
委
員

山
形
貞
子
さ
ん
、
前

や
ま
が
た
さ
だ

こ

ま
え

川
博
さ
ん

か
わ
ひ
ろ
し

※
市
税
の
ほ
か
、
給
食
費
、
公
営
住
宅
料
、

保
育
料
な
ど
の
税
外
金
の
納
付
相
談
も

実
施
し
ま
す
。

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
25 26 27 28 29 302431

9月
日 月 火 水 木 金 土

8月
日 月 火 水 木 金 土

情報あらかると

平
和
の
大
切
さ
や
二
度
と
戦
争
を
起
こ

さ
な
い
社
会
を
築
く
た
め
、
そ
し
て
、
核

内 容場 所日 時

次世代を担う小・中
学生の書道作品や原
爆写真パネルの展示

市民会館
１階ホール

８月２７日水
１３時～１７時３０分

８月２８日木・２９日金
９時～１７時３０分

８月３０日土
９時～１６時

▼
問
い
合
わ
せ

総
務
Ｇ

（
緯
碓８５
１
１
３
０
）

兵
器
や
戦
争
の
悲
惨
さ
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
平
和
展
で
す
。

▼
日
時
・
場
所
・
内
容

平
和
展
を
開
催
し
ま
す

市
内
の
小
学
１
年
生
が
育
て
た
あ
さ
が

お
の
う
ち
、
各
学
校
か
ら

点
ず
つ
出
展

１０

さ
れ
た
あ
さ
が
お
を
展
示
し
ま
す
。

▼
日
時

８
月

日
土
～

日
月

９
時

２３

２５

～

時
１７

▼
場
所

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ
ン

ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
緯
碓８５
２
９
５
８
）

第
９
回
あ
さ
が
お
展
を

開
催
し
ま
す
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『
▼
申
し
込
み
』

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

▼
募
集
種
目
・
応
募
資
格
・
受
付
期
間
・

試
験
日
・
採
用
時
期

※
臨
床
心
理
士
・
理
学
療
法
士
の
相
談
は

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
『
の
ぞ
み
園
』
（
緯
碓８５
７
７
２
１
）

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

採用時期試 験 日受付期間応募資格
（採用時年齢）募集種目

平成２１年
３月下旬

９月２０日土

８月１日金～
９月１０日水

１８歳以上
２７歳未満の男子

一 般 曹
候 補 生

９月２３日火

高等学校を
卒業した

（見込みを含む）
２１歳未満の方

航 空
学 生

９月２８日日、
２９日月

１８歳以上
２７歳未満の方

２等陸・
海・空士

（
住
民
税
）
が
非
課
税
の
世
帯

◎
半
額
免
除

①
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主

②
重
度
の
障
害
者
（
身
体
１
級
ま
た
は

２
級
・
知
的
重
度
判
定
・
精
神
１
級
）

が
世
帯
主

◎
手
続
き
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
、
印
鑑

※
全
額
免
除
申
請
は
世
帯
全
員
の
課
税
証

明
書
が
必
要
で
す
。

◎
申
し
込
み

障
害
福
祉
G

（
緯
碓８５
３
７
３
２
）

に必要なもの』について政策提言やフォ
ーラムを行う『第３回全国大学政策フォ
ーラムin登別』を開催します。
学生が考える『登別市に今必要な政策』

について聞いてみませんか。

▼日時 ８月13日水 ８時30分～13時

▼場所 登別グランドホテル３階大雪

▼テーマ 『Ｑｕｅｓｔ！のぼりべつに
必要なもの』

▼入場料 無料

▼
申
し
込
み

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本

部
室
蘭
地
域
事
務
所
（
緯
碓44
９
５
３

３
）
、
総
務
Ｇ
（
緯
碓85
１
１
３
０
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の

免
除
基
準
が
変
わ
り
ま
す

月
１
日
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の

１０
免
除
基
準
が
、
次
の
と
お
り
拡
大
さ
れ
ま

す
。

◎
全
額
免
除

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
が
世
帯

構
成
員
で
あ
り
、
か
つ
市
町
村
民
税

第

回
登
別
市
戦
没
者
追
悼
式

３８
を
行
い
ま
す

戦
没
者
の
霊
を
慰
め
、
追
悼
の
意
を
表

し
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め

戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

８
月

日
金

時
～

２９

１０

▼
場
所

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
戦
没
者
の
遺
族
で
出
席
案
内
の
通
知
が

届
い
て
い
な
い
方
と
、
遺
族
以
外
の
方

で
参
列
を
希
望
す
る
市
民
の
方
は
、
８

月

日
金
ま
で
に
社
会
福
祉
グ
ル
ー
プ

２２
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
Ｇ

（
緯
碓８５
１
９
１
１
）

子
育
て
の
困
り
ご
と
の
相
談
を

お
受
け
し
て
い
ま
す

呼
ん
で
も
振
り
向
か
な
い
、
表
情
が
少

な
い
、
あ
ま
り
声
を
出
さ
な
い
な
ど
、
こ

ん
な
時
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
家
庭
で
の
関

わ
り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
相
談
日
時

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
９
時
～

時
１７

※
電
話
・
来
園
の
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
の
で
、
い
つ
で
も
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
８
月
の
臨
床
心
理
士
（
発
達
に
つ
い
て
）

の
相
談
日
時

６
日
水
・

日
水

２０

１０

時
～

時
１４

▼
理
学
療
法
士
（
運
動
面
に
つ
い
て
）
の

相
談
日

毎
週
月
・
木
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

～
平
和
を
祈
っ
て
黙
と
う
を
～

８
月
６
日
広
島
市
・
９
日
長
崎
市
の
原

爆
の
日
と
８
月

日
の
戦
没
者
を
追
悼
し

１５

平
和
を
祈
念
す
る
日
を
迎
え
、
原
爆
死
没

者
と
戦
争
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
世
界
の
恒

久
平
和
の
確
立
を
祈
念
す
る
た
め
、
消
防

署
と
各
消
防
支
署
、
各
分
遣
所
、
サ
イ
レ

ン
遠
隔
吹
鳴
装
置
で
、
１
分
間
の
サ
イ
レ

ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
は
、
サ
イ
レ
ン
と
同
時

に
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

煙
８
月
６
日
水

８
時

分

広
島
市
原

１５

爆
の
日

煙
８
月
９
日
土

時
２
分

長
崎
市
原

１１

爆
の
日

煙
８
月

日
金

時

戦
没
者
を
追
悼

１５

１２

し
平
和
を
祈
念
す
る
日

▼
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
Ｇ

（
緯
碓８５
１
９
１
１
）

第３回全国大学政策
フォーラムが開催されます

豊かな自然や豊富
な湯量を誇る温泉資
源に恵まれ、日本で
も有数の観光都市で
ある登別市を会場に、
自治体における政策
などを学ぶ全国の大
学生が『のぼりべつ

問い合わせ
企画グループ（緯碓８５１１２２）
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国
民
健
康
保
険
制
度
で
は
、
住
民
票
上

の
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
く
て
も
、
そ
の
世
帯
に
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
い
る
場
合
（
こ

の
よ
う
な
世
帯
を
擬
制
世
帯
と
い
い
ま
す
）

に
は
、
保
険
証
は
世
帯
主
名
で
交
付
さ
れ
、

保
険
税
の
納
税
義
務
も
世
帯
主
（
こ
の
よ

う
な
世
帯
主
を
擬
制
世
帯
主
と
い
い
ま
す
）

に
課
せ
ら
れ
ま
す
。

国
保
の
世
帯
主
が
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
し
た
場
合
で
も
、
家
族
な
ど
が

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、

保
険
税
の
納
税
義
務
は
世
帯
主
に
あ
る
た

め
、
世
帯
主
に
世
帯
の
所
得
の
状
況
に
応

じ
た
保
険
税
の
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

擬
制
世
帯
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
主
に

な
る
こ
と
を
希
望
す
る
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
か
ら
の
届
け
出
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
上
の
世
帯
主
を
変
更
で
き
ま
す
。

保
険
証
は
変
更
後
の
世
帯
主
名
で
交
付

さ
れ
、
保
険
税
の
納
税
義
務
者
も
変
更
後

の
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

◎
世
帯
主
を
変
更
で
き
る
要
件

煙
擬
制
世
帯
主
が
世
帯
主
の
変
更
に
同
意

し
て
い
る
こ
と

煙
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
（
滞
納

が
な
い
こ
と
）

煙
変
更
後
の
世
帯
主
が
納
税
に
対
す
る
理

解
を
し
て
い
る
こ
と

煙
世
帯
主
変
更
後
も
各
種
届
け
出
の
義
務

や
保
険
税
の
納
付
義
務
の
確
実
な
履
行

が
見
込
め
る
こ
と

煙
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
上
支
障
が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

◎
届
け
出
に
必
要
な
も
の

煙
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

煙
世
帯
主
変
更
届
出
書
（
市
役
所
や
各
支

所
に
あ
り
ま
す
）

煙
擬
制
世
帯
主
と
変
更
後
の
世
帯
主
の
印

か
ん

◎
世
帯
主
の
変
更
の
取
り
消
し

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

世
帯
主
の
変
更
を
取
り
消
し
し
ま
す
。

煙
擬
制
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合

煙
保
険
税
を
滞
納
し
た
場
合

▼
問
い
合
わ
せ

国
保
・
年
金
Ｇ

（
緯
碓８５
１
７
７
１
）

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
主
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て

②
変
更
後
の
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座
振

替
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

※
納
付
書
に
よ
る
納
付
（
口
座
振
替
以
外

の
方
法
で
の
納
付
）
へ
の
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
。

現
在
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
７
月
に
お
知
ら
せ

と
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
時
期
に
よ
り
、
年
金
か
ら

の
天
引
き
を
中
止
す
る
月
や
、
口
座
振
替

を
開
始
す
る
月
が

月
以
降
と
な
る
場
合

１１

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

国
保
・
年
金
Ｇ

（
緯
碓８５
１
７
７
１
）

Ⅰ
を
交
付
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

消
防
署
（
緯
碓８５
２
５
５

１
）
ま
た
は
各
消
防
支
署

至
オ
ロ
フ
レ
峠

市
道
カ
ル
ル
ス
路
線

カ
ル
ル
ス
町

サンライバ
スキー場

ホテル
岩井

←通行止め
解除区間

登別
カントリー
倶楽部

至幌別

新登別大橋
登別温泉町

至登別

国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
方
を

変
更
で
き
ま
す

月
か
ら
開
始
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険

１０
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

に
つ
い
て
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
方
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
方
は
、

申
請
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
の
納
め
方

を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

①
直
近
２
年
間
の
国
民
健
康
保
険
税
に
滞

納
が
な
く
、
納
期
ま
で
に
納
付
し
て
い

る
こ
と
。

９
月
９
日
は
『
救
急
の
日
』

救
急
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

～
救
急
車
が
来
る
ま
で
に
～

▼
日
時

９
月
７
日
日

時
～

時

１３

１６

▼
場
所

市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』
研
修

室
▼
種
別

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▼
内
容

心
肺
そ
生
法
実
技
、
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
実
技
、
止
血

法
な
ど

▼
定
員

人
（
申
込
順
）

３０

▼
参
加
料

無
料

▼
申
込
方
法

８
月

日
金
ま
で
に
消
防

２９

署
ま
た
は
各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
の

受
講
申
込
書
に
よ
り
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

※
講
習
終
了
後
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

市
道
通
行
止
め
解
除

の
お
知
ら
せ

道
路
改
良
工
事
の
た
め
、
５
月
１
日
木

か
ら
８
月

日
日
ま
で
通
行
止
め
し
て
お

３１

り
ま
す
次
の
市
道
の
、
通
行
止
め
を
解
除

し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た

し
ま
し
た
。

◎
市
道
カ
ル
ル
ス
路
線

▼
解
除
す
る
日

９
月
１
日
月

▼
区
間

登
別
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
付
近

～
ホ
テ
ル
岩
井
付
近

▼
問
い
合
わ
せ

土
木
公
園
Ｇ

（
緯
碓８５
３
２
６
０
）
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『
▼
申
し
込
み
』

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

み
ん
な
で
楽
し
く
、
体
操
を
始
め
ま
せ

ん
か
。

▼
日
時

８
月

日
水

時
～

時

２７

１０

１２

▼
場
所

婦
人
セ
ン
タ
ー

▼
定
員

人
（
申
込
順
）

３０

▼
対
象

市
内
に
居
住
す
る

歳
以
上
で

６５

軽
い
運
動
が
で
き
る
方

▼
内
容

体
力
測
定
と
家
庭
で
も
行
え
る

簡
単
な
体
操
を
行
い
ま
す

▼
料
金

無
料

▼
持
ち
物

動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
（
水
分
補
給
の
た
め
）

▼
申
し
込
み

８
月
４
日
月
～

日
月
に

２５

電
話
で
高
齢
・
介
護
G
（
緯
碓８５
５
７
２

０
）

『
一
日
か
ろ
や
か
教
室
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

平
成
２
年
か
ら
平
成

年
ま
で
の
間
に

１４

行
わ
れ
た
健
康
ま
つ
り
や
健
康
相
談
に
お

い
て
簡
易
血
糖
値
測
定
を
受
け
た
人
を
対

象
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

心
あ
た
り
の
あ
る
方
は
健
康
推
進
グ
ル

ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
簡
易
血

糖
値
測
定
に
よ
っ
て
肝
炎
に
感
染
し
た
例

は
国
内
で
は
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
日
時

８
月
７
日
木
、

日
水

時

27

15

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の

お
知
ら
せ

▼
場
所

室
蘭
登
別
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

（
室
蘭
市
東
町
4
丁
目

－

6
）
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※
市
バ
ス
で
送
迎
を
し
ま
す
。

▼
対
象

平
成
２
年
か
ら
平
成

年
の

１４

『
健
康
ま
つ
り
』
『
健
康
相
談
』
で
簡

易
血
糖
値
測
定
を
受
け
た
人

※
平
成

年
以
降
に
医
療
機
関
や
保
健
所

１５

で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
方
は
、

同
じ
検
査
で
す
の
で
受
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
検
査
料

無
料

▼
申
込
方
法

電
話
で
健
康
推
進
グ
ル
ー

プ
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
検
査
は
予
約
制
で
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
G

（
し
ん
た

内
緯
碓85
０
１
０
０
）

21

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者
は
『
児

童
扶
養
手
当
現
況
届
』
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
資
格
者
は
『
特
別
児
童
扶
養

手
当
所
得
状
況
届
』
を
毎
年
市
に
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

『
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
』
は
７
月
３１

日
木
、
『
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況

届
』
は
８
月
８
日
金
に
受
給
資
格
者
の
方

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
間
中
に
提

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
が
な
い
場
合
は
８
月
分
以
降
の
手

当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間

煙
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

８
月
１
日
金

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

～

日
金

２９

煙
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

８

月

日
月
～
９
月

日
水

１１

１０

※
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。

▼
受
付
時
間

９
時
～

時

分

１７

３０

▼
受
付
場
所

子
育
て
グ
ル
ー
プ
（
市
役

所
１
階
７
番
窓
口
）

◎
出
張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

▼
月
日
・
時
間
・
場
所

▼
問
い
合
わ
せ

子
育
て
G

（
緯
碓85
５
６
３
４
）

図
書
館
で
は
、
保
存
期
限
の
過
ぎ
た
各

種
雑
誌
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
市
立
図
書
館

ま
で
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

９
月
２
日
火
～

日
日

時

１４

１０

～

時
（
木
曜
日

時
～

時

分
）

１８

１０

１９

３０

▼
雑
誌
名

お
し
ゃ
れ
工
房
、
き
ょ
う
の

料
理
、
き
ょ
う
の
健
康
、
趣
味
の
園
芸
、

Ｂ
Ｅ

－

Ｐ
Ａ
Ｌ
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
、
文
藝
春

秋
、
婦
人
公
論
、
サ
ラ
イ
、
装
苑
な
ど

保
存
期
限
の
過
ぎ
た
雑
誌
を

差
し
上
げ
ま
す

場 所時 間月 日

婦 人
センター

１３時
～１５時８月２５日月

登別温泉
ふれあい
センター

１０時
～１２時８月２６日火

鷲 別
公 民 館

１３時
～１６時８月２８日木

▼
問
い
合
わ
せ

図
書
館

（
緯
碓８５
４
３
２
４
）

幌
別
地
区
手
づ
く
り
祭
り

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

９
月
６
日
土
・
７
日
日
、
中
央
町
で
幌

別
地
区
手
づ
く
り
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

祭
り
会
場
周
辺
に
は
、
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
車
で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
道
路
通
行
止
め
な
ど
の
交
通
規

制
を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
祭
り
期
間

９
月
６
日
土

時
～

１０

２１

時

分
、
９
月
７
日
日

時
～

時

３０

１０

２１

▼
車
両
通
行
止
め
期
間

９
月
６
日
土

時
～
７
日
日

時

１０

２２

▼
問
い
合
わ
せ

幌
別
地
区
手
づ
く
り
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
民
サ
ー
ビ

ス
G
内
・
緯
碓８５
２
１
３
９
）

刈田
神社

幌別
小学校登別

市役所
北海道銀行
登別支店アーニス

室蘭信用金庫
幌別支店

JA伊達市
登別支所
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情報あらかると

市営住宅の入居者を募集します

申し込み・問い合わせ
建築住宅グループ
（緯碓８５4399）

※募集区分（一般世帯・高齢者世帯・身障
世帯・高齢単身世帯・身障単身世帯）に
ついては、募集案内書でご確認ください。
※入居希望者が募集戸数を超えた場合、入
居は抽選により決定します。
※団地・住宅内では、犬や猫などの動物を
飼う事はできません。

※月収入額は、世帯全員の所得を合計し、
家族数などにより計算されます。詳しく
は問い合わせください。

◆申込資格
①家族で入居する方（婚約中の方を含む）
②持ち家のない方
③現在、公営住宅に入居していない方
④収入が収入基準の範囲内で、それを証明
できる方
⑤市税などに、滞納がない方

◆経費
◎敷金（家賃の２カ月分）
◎毎月の家賃のほかに、ガス設備のリース
料、共益費など
◎駐車場の使用は、１世帯１台のみとなっ
ております。
※桜木団地・登別温泉団地・幌別東団地の
一部の駐車場使用料は月額２，０００円。

◆申込期間
８月２５日月～２９日金 ９時～１７時
※募集案内書は８月２０日水から（土・日曜
日を除く）建築住宅グループ、各支所で
お渡しします。

入居予定抽 選
日時･場所家 賃募集戸数募集区分所在地団地名

入居日・
鍵渡し
１０月１日水

９月１０日水
１０時３０分～
市民会館
中ホール

１３，４００円～
２９，５００円

３ＤＫ
１戸

高齢単身世帯・
身障単身世帯登別

温泉町
２４７

登 別
温 泉
団 地 １４，２００円～

３１，３００円
３ＤＫ
２戸

一般世帯

２５，６００円～
５６，３００円

３ＬＤＫ
１戸

高齢世帯・
身障世帯

桜木町
４丁目

桜 木
団 地

２６，３００円～
５７，７００円

３ＬＤＫ
２戸

一般世帯
２３，２００円～
５０，９００円

２ＬＤＫ
１戸

４，５００円～
１０，０００円

２ＤＫ
２戸

高齢単身世帯・
身障単身世帯

中登別
町２１９

紅葉谷
団 地

１６，６００円～
３６，４００円

２ＬＤＫ
１戸

高齢単身世帯・
身障単身世帯常盤町

３丁目
緑ヶ丘
団 地 ２０，７００円～

４５，４００円
３ＬＤＫ
２戸

一般世帯

１７，５００円～
３８，４００円

３ＬＤＫ
１戸

高齢世帯・
身障世帯柏木町

４丁目
柏 葉
団 地 １７，５００円～

４０，０００円
３ＬＤＫ
３戸

一般世帯

１４，８００円～
３２，５００円

３ＤＫ
１戸

高齢世帯・
身障世帯柏木町

１丁目
柏 木
団 地 １４，８００円～

３４，３００円
３ＤＫ
７戸

一般世帯

９月１１日木
１４時～
市民会館
中ホール

１７，７００円～
３８，９００円

３ＬＤＫ
１戸

一般世帯
新生町
２丁目

新 生
団 地

１８，２００円～
３９，９００円

３ＬＤＫ
１戸

高齢世帯・
身障世帯千歳町

１丁目
千 歳
団 地 １８，２００円～

４０，５００円
３ＬＤＫ
３戸

一般世帯

１３，５００円～
２９，８００円

３ＤＫ
３戸

高齢単身世帯・
身障単身世帯

幌別町
８丁目

幌 別
東
団 地

２２，３００円～
４９，０００円

２ＤＫ
１戸

高齢世帯・
身障世帯

１３，３００円～
２９，８００円

３ＤＫ
７戸

一般世帯
２２，３００円～
４９，０００円

２ＤＫ
１戸

◆募集内容

◆収入基準
月収入額区 分

２６８，０００円
以下

入居者または同居者が障がいのあ
る方（障がいの程度に基準があり
ます）
入居者が６０歳以上で、同居者も６０
歳以上または１８歳未満の方
小学校就学前の子どものいる世帯

２００，０００円
以下

上記以外の方
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情報あらかると

『
▼
申
し
込
み
』

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

被用者保険※２の被扶養者だった方へ

平成２０年度の保険料の軽減割合を拡大します

保険料の納め方を変更できます

国は、後期高齢者医療制度（長寿医療制度）について、次のとおり一部の見直しを決めましたので、お
知らせします。

新たな軽減対策対象になる方

均等割額が８．５割軽減になります⇒今年度の均等割額が７割軽減されている方
所得割額が５割軽減になります⇒『賦課のもととなる所得金額』※１が５８万円以下の方

所得の低い世帯の方で、下表に該当する方は、平成２０年度において新たに次の軽減を受けられます。

※１ 『賦課のもととなる所得金額』は、保険料額決定通知書でご確認ください。
煙 あらためて手続きをしていただく必要はありません。
煙 対象になる方には、あらためて８月以降に減額後の保険料のお知らせを送付します。

保険料が年金から差し引かれている方（１０月以降に差し引かれる予定の方も含みます。）で、下表のど
ちらかに該当する場合は、申し出により口座振替で納めることができます。

対 象 に な る 方

国民健康保険の保険税を確実に納付していた方（本人）が口座振替で納める場合
年金収入が１８０万円未満の方で、本人以外の世帯主または配偶者が口座振替で納める場合

煙 納め方の変更をお申し出いただいた場合、年金からの保険料の差し引きを中止します。お申し出の時
期により、年金からの差し引きを中止する月は異なります。

煙 ８月１５日金までにお申し出いただいた場合、１０月に振り込まれる年金からの保険料の差し引きを中止
します。

煙 口座振替を開始する月は、お申し出の時期により異なります。

後期高齢者医療制度（長寿医療制度）のお知らせ

被用者保険※２の被扶養者だった方は、年間の保険料の額が２，１００円以下になります。
２，１００円以下に軽減されていない場合は、被扶養者だったことが確認できていない可能性がありますの
で、お手数ですがお問い合わせください。

※２ 被用者保険とは
政府管掌健康保険や組合管掌健康保険、共済組合など、いわゆるサラリーマンの健康保険のことです。
市町村の国民健康保険や国民健康保険組合は、含まれません。

北海道後期高齢者医療広域連合（緯０１１－２９０－５６０１）問い合わせ 国保・年金グループ（緯碓８５２１３７）
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情報あらかると

申し込み・問い合わせ
健康推進グループ

（しんた２１内緯碓８５０１００）

▼
場
所

し
ん
た
２１

▼
対
象

平
成

年
２
月
生
ま
れ
の
お
子

１９

さ
ん

▼
内
容

診
察
、
歯
科
検
診
、
身
体
計
測
、

栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、
育
児
相
談
、

フ
ッ
素
塗
布
（
希
望
者

円
）

８００

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
お
子
さ
ん

の
歯
ブ
ラ
シ

◎
３
歳
児
健
康
診
査

▼
月
日

９
月
４
日
木

※
時
間
は
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し

ま
す
。

▼
場
所

し
ん
た
２１

▼
対
象

平
成

年
８
月
生
ま
れ
の
お
子

１７

さ
ん

▼
内
容

診
察
、
歯
科
検
診
、
尿
検
査
、

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、

育
児
相
談

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
お
子
さ
ん

の
歯
ブ
ラ
シ

◎
乳
幼
児
健
康
相
談

▼
月
日

９
月

日
水

２４

※
時
間
は
、
申
し
込
み
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

▼
場
所

し
ん
た
２１

▼
対
象

育
児
相
談
を
希
望
す
る
方

▼
内
容

発
育
・
発
達
・
育
児
な
ど
の
相

談
、
栄
養
相
談

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
・
診

健
康
相
談
・
診
査査

健健
康
推
進
グ
ル
ー

健
康
推
進
グ
ル
ー
ププ

（
し
ん
た

内

（
し
ん
た

内
緯緯
◯◯８８５５
０
１
０
０
）

０
１
０
０
）

２１２１

申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申ししししししししししししししししししししししし込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込込申し込みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問 いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ合わせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

◎
４
カ
月
児
健
康
診
査

▼
月
日

９
月

日
木

１８

※
時
間
は
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し

ま
す
。

▼
場
所

し
ん
た
２１

▼
対
象

平
成

年
４
月

日
～
平
成

２０

１６

２０

年
５
月

日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

１５

▼
内
容

診
察
、
身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、

育
児
相
談

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

ル
、
替
え
オ
ム
ツ

◎
８
カ
月
児
健
康
相
談

▼
月
日

９
月

日
水

２４

※
時
間
は
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し

ま
す
。

▼
場
所

し
ん
た
２１

▼
対
象

平
成

年
１
月
生
ま
れ
の
お
子

２０

さ
ん

▼
内
容

身
体
計
測
、
栄
養
相
談
、
育
児

相
談
、
遊
び
の
紹
介

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ

ル
、
替
え
オ
ム
ツ

◎
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

▼
月
日

９
月

日
水

１０

※
時
間
は
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
通
知
し

ま
す
。

集団予防接種を行います
◎ポリオ（秋期）

▼受付時間 １２時４５分～１３時１５分

▼対象 市内に住民登録のある３カ月以上７歳６カ月未満児

▼接種回数 ４１日以上の間をおいて２回投与
※ポリオの免疫を有する割合が低い昭和５０年から昭和５２年ま
でに生まれた方を対象に、しんた２１で成人ポリオ追加接種
を行います（有料１，４００円）。接種を希望する方は、上記
の接種日の前日までに電話で健康推進グループにお申し込
みください。
【ポリオ接種上の注意】
煙通院中の方は接種してよいか主治医と相談してください
煙必ず母子健康手帳を持参してください
※予防接種は無料で受けられます。
※体調の悪い時など、別の生れ月の日に接種してもかまいま
せん。
※祖父母の方などが同伴する場合は、委任状が必要となりま
すので、事前に電話でご連絡してください。

場 所接種日生まれ月

し ん た２１

９月１２日金
１月～４月

９月３０日火

９月１７日水
５月～８月

１０月２日木

９月２５日木
９月～１２月

１０月８日水

鷲別公民館
９月２６日金１月～６月

１０月３日金７月～１２月

もぐもぐ食育ひろばに
参加しませんか
赤ちゃんが喜ぶ離乳食を同じ月齢を持つお母

さんたちと楽しく作ります。

▼日時 ９月９日火 １０時～１２時

▼場所 しんた２１調理室

▼対象 生後４～６カ月児を持つ保護者（託児を行
います）

▼内容 離乳食（５カ月～７カ月）の調理実習と交
流タイム

▼定員 １５人（申込順）

▼持ち物 エプロン、三角きん（スカーフ）

▼参加料 ５００円

▼申し込み ９月５日金までに電話でお申し込みく
ださい

血液が不足しています！
献血にご協力ください

場 所時 間月 日

ポスフール登別店９：３０～１２：１５、
１３：３０～１６：３０８月２２日金

イーストショップ１０：３０～１１：４５、
１３：００～１５：３０８月２５日月

しんた２１からのお知らせ
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８／１３水 富浦墓地・第二富浦墓地行きの無料墓参バスを運行します

煙木を切るな！ その木が地球の 守護神だ

加藤 沙弥佳さん（鷲別小６年）
か とう さ や か

煙お買い物 忘れず持とう マイバッグ

古川 沙緒理さん（若草小６年）
ふる かわ さ お り

煙温暖化 次々島が なくなるよ

村上 壘君（富岸小６年）
むら かみ るい

煙レジ袋 もらわずみんな マイバッグ

湊 はつりさん（青葉小６年）
みなと

煙気付こうよ 自然からの ＳＯＳ

工藤 岳響君（幌別小６年）
く どう たけ なり

煙この町は ゴミがすくない きれいな町

片岡 哲大君（幌別東小６年）
かた おか のり ひろ

煙ゴミだって 目線変えれば ゴミじゃない

津野 考輝君（登別小６年）
つ の こう き

※学校・学年は応募時のものです。

環境を守ろう！
子どもたちからのメッセージ

問い合わせ 環境対策グループ
（クリンクルセンター内緯碓８５２９５８）

▼申し込み ㈲登和清掃（緯碓８８０２００）
※申込期間（土・日曜日・祝日を除く）の９時～１７時に電
話でお申し込みください。
※電話のおかけ間違いのないよう、十分ご注意ください。

申込期間収 集 日地 区 名

８月１８日月
～８月２９日金

９月１日月
～９月６日土幌 別 町

８月２５日月
～９月５日金

９月８日月
～９月１３日土中 央 町

９月１日月
～９月１２日金

９月１５日月
～９月２０日土千 歳 町

９月８日月
～９月１９日金

９月２２日月
～９月２７日土

青 葉 町 ・ 緑 町 ・
鉱 山 町 ・ 川 上 町

９月１６日火
～９月２６日金

９月２９日月
～１０月４日土

カルルス町・上登別町・
登別温泉町・中登別町

※粗大ごみの収集は、電話で受け付けしています。
※粗大ごみは、１品ごとにごみ処理券（１枚１６０円）
を張って出してください（１回につき５品まで）。
※粗大ごみの収集日は、『家庭ごみ収集カレンダー』
にも掲載しています。また、今後の『広報のぼり
べつ』でもお知らせします。

ごみ箱は設置していません。
供物はお持ち帰りください。
墓前の供物などは、カラスやキツネなどが食い荒らし、お墓の周りを汚します
ので、必ずお持ち帰りください。

問い合わせ
市民サービスグループ（緯◯８５２１３９）

●美園・上鷲別・鷲別地区
午 後午 前停 留 所

行

き

１３：００１０：００札幌トヨタ上鷲別寮 発
１３：０２１０：０２松 木 商 店 前
１３：０６１０：０６鷲別中学校前バス停
１３：０７１０：０７鷲別小学校前バス停
１３：０８１０：０８東 鷲 別 バ ス 停
１３：０９１０：０９はまなす団地バス停
１３：１１１０：１１帝 国 酸 素 バ ス 停
１３：１３１０：１３西 富 岸 バ ス 停
１３：１５１０：１５富 岸 バ ス 停
１３：１６１０：１６開 発 局 前 バ ス 停
１３：１８１０：１８あかしや団地バス停
１３：２３１０：２３幌別本町前バス停
１３：２４１０：２４市役所入口バス停
１３：３０１０：３０富 浦 墓 地
１３：３５１０：３５第二富浦墓地（葬斎場）着
１４：３０１１：３０第二富浦墓地（葬斎場）発帰

り １４：３５１１：３５富 浦 墓 地

●若草・幌別地区
午 後午 前停 留 所

行

き

１３：００１０：００上鷲別入口バス停 発
１３：０１１０：０１旭ヶ丘団地バス停
１３：０２１０：０２若 草 入 口 バ ス 停
１３：０３１０：０３若 草 中 央 バ ス 停
１３：０４１０：０４緑ヶ丘団地バス停
１３：０５１０：０５千代の台団地バス停
１３：０６１０：０６新生町１丁目バス停
１３：０７１０：０７新生町２丁目バス停
１３：０８１０：０８富岸小学校前バス停
１３：０９１０：０９道南バス若山営業所バス停
１３：１０１０：１０総合体育館バス停
１３：１３１０：１３桜木団地前バス停
１３：１４１０：１４緑町２丁目バス停
１３：１５１０：１５登別大谷高校前バス停
１３：１７１０：１７阪 井 商 店 前
１３：２０１０：２０山 本 内 科 医 院 前
１３：２１１０：２１旧ＮＴＴ登別営業所前
１３：２４１０：２４労働福祉センター前バス停
１３：２５１０：２５千歳町４丁目バス停
１３：３５１０：３５富 浦 墓 地
１３：４０１０：４０第二富浦墓地（葬斎場）着
１４：３５１１：３５第二富浦墓地（葬斎場）発帰

り １４：４０１１：４０富 浦 墓 地

●幌別・登別地区（午前の便は２台運行）

午 後午 前停 留 所

行

き

１３：００１０：００明日中等前バス停 発
１３：０１１０：０１幌別西小学校バス停
１３：０２１０：０２市民会館前バス停
１３：０３１０：０３幌別ホームストア前バス停
１３：０４１０：０４社宅十字街バス停
１３：０５１０：０５中央町５丁目バス停
１３：０６１０：０６幌別小学校バス停
１３：０８１０：０８幌別東小学校前バス停
１３：０９１０：０９ソーダ工場前バス停
１３：１０１０：１０クリンクルセンター前バス停
１３：１２１０：１２幸町３丁目バス停
１３：１３１０：１３すずらん団地バス停
１３：１５１０：１５富 浦 駅 前 バ ス 停
１３：２０１０：２０登 別 駅 前 バ ス 停
１３：２１１０：２１登 別 バ ス 停
１３：２２１０：２２登別中学校前バス停
１３：２３１０：２３登別小学校前バス停
１３：２５１０：２５富 浦 墓 地
１３：３０１０：３０第二富浦墓地（葬斎場）着
１４：２５１１：２５第二富浦墓地（葬斎場）発帰

り １４：３０１１：３０富 浦 墓 地

9月の粗大ごみ収集
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情報あらかると

申し込み・問い合わせ
中央子育て支援センター

（緯碓８１３７１５）
登別子育て支援センター

（緯碓８０２７７２）

申し込み・問い合わせ
市民サービスグループ
（緯碓８５２１３９）

市民生活や消費生活・多重債務
に関する相談も随時、市民サービ
スグループで受け付けています。
また、ＤＶに関する相談も受け
付けていますので、もし、あなた
が配偶者や恋人から暴力を受けて
いるなら、一人で悩まず相談して
ください。
なお、消費生活
に関する相談は、
登別消費者協会
（労働福祉センタ
ー内・緯碓８５８３０
７）でも受け付け
ています。

そのほかの相談

～北海道行政書士会室蘭支部主催～

▼日時 ８月２３日土 ９時３０分～
１２時

▼場所 鉄南ふれあいセンター

▼内容 相続や遺言、各種契約な
どで官公署に提出する書類の相
談

▼定員 １０人（申込順）

▼申込期限 ８月２２日金
※直接会場にお越しいただいても
相談できますが、できるだけ事
前にお申し込みください。

くらしの無料相談

▼日時・場所 ①鉄南ふれあいセ
ンターでの相談…９月６日土
９時３０分～１２時、②弁護士事務
所での相談…日時は市民サービ
スグループにお問い合わせくだ
さい。

▼内容 交通事故や金銭貸借、損
害賠償、離婚などの法律問題
※裁判や調停中のもの、同じ方に
よる同一内容の相談はお受けで
きません。

▼担当弁護士 奈良 泰哉弁護士
な ら しん や

▼定員 各６人（申込順）

▼申込期限 ８月２８日木

無料法律相談 子育て支援センターからのお知らせ

◎『移動子育て支援センター』を開設します
乳幼児を持つ家庭を対象に、移動子育て支援センターを開設しま
す。地域の子ども同士の触れ合う場、保護者の交流の場として支援
センターの職員が遊具や絵本を持って会場に出向きます。

▼月日・時間・場所・対象

※両会場とも駐車場があります。

▼持ち物 上靴（子ども、保護者とも）
※当日、直接鷲別公民館、若草放課後児童クラブへお越しください。

▼問い合わせ 中央子育て支援センター

◎子育て講座『水とあそぼう』を開催します
親子で水遊びを楽しみませんか。お気軽にご参加ください。

▼日時 ９月８日月 １０時～１２時

▼場所 市民プール『らくあ』

▼対象 市内に居住する２歳から３歳までのお子さんとその保護者

▼内容 インストラクターによる親子体操、水遊び（水中おもちゃ・
ビートバン）など

▼定員 ３０組（申込順）
※参加者多数の場合は、初めて参加する方を優先します。

▼参加料 無料（保護者は入館料５００円がかかります）

▼持ち物 子ども…バスタオル・水着・水泳帽（排泄が完了してい
ないお子さんは水遊び用紙パンツを着用してください）、保護者
…バスタオル・Ｔシャツ・半ズボン・水泳帽

▼申し込み ８月２５日月～２８日木の９時～１７時に電話で中央子育て
支援センター

◎『親子で遊ぼう』バス遠足に参加しませんか
親と子が秋の自然に親しみ、楽しみながら散策する親子バス遠足
を実施します。

▼日時 ９月２４日水 ９時３０分～１３時

▼場所 ふぉれすと鉱山

▼対象 市内に居住する２歳～小学校入学前のお子さんとその保護
者

▼定員 ２０組（申込順）
※参加者多数の場合は、初めて参加する方を優先します。

▼参加料 無料

▼持ち物 昼食、飲み物、敷物、着替え一式
※当日は、鉱山を散歩しますので歩きやすい靴、動きやすい服装で
お越しください。

▼申し込み ８月２５日月～３０日土の９時～１７時に電話で登別子育て
支援センター

対 象場 所時 間月 日

市内に居住する小学校
入学前のお子さんとそ
の保護者

鷲 別 公 民 館
１０時～１２時

８月６日水

若 草 放 課 後
児 童 ク ラ ブ８月２２日金
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申し込み
郷土資料館（緯碓８８１３３９）

デニムの布切れを
使って好きな模様を
染め抜きしてみませ
んか。

▼日時 ８月３０日土
１０時～１２時

▼場所 郷土資料館

▼定員 ２０人（申込
順）

▼対象 小学生以上（小学１～３年生は保護者同伴）

▼参加料 １００円
※高校生以上の方は、入館料１９０円がかかります。

▼持ち物 作りたい模様をお持ちください。
※色染めをするので、汚れても良い服装でお越しく
ださい。

▼申し込み ８月９日土から電話（１０時～１７時）で
お申し込みください。

申し込み・問い合わせ
のぼりべつ文化交流館『カント・レラ』

（緯碓８４２０６９）

のぼりべつ文化交流館『カント・レラ』
からのお知らせ 『染め抜き模様作り』に参加しませんか

平成１９年度 交通安全標語優秀作品

交 通 安 全 一 口 メ モ
夏季は、レジャーや観光による長距離運転や夏の暑
さ疲れから、注意力の散漫やスピードの出し過ぎ、無
理な追越しなどによる事故が増加します。昨年、北海
道において発生した交通事故死者数２８６人のうち、８
月が３８人でもっとも多い状況でした。
レジャーなどで長距離運転する場合は、事前にルー
トを把握し、余裕のある計画を立て、早めの休憩を心
掛けましょう。

受賞者紹介
昨年に続き受賞された二木さん
は、受賞作品について「飲酒運転
は重大事故につながる危険な行為
です。一杯を一盃に字を変え、ほ
んの少しでもダメだという意味を
込めました」と話してくれました。
「運転者は自分のほかにもいる

ことを忘れず、思いやりの心を持って運転すれば、交
通事故は必ず減るはず」と二木さんは注意を呼び掛け
ていました。

優秀賞（登別市交通安全協会賞）

大丈夫 一盃ぐらいが 招く事故
二木 哲成さん
に き てつ なり

住 所・電話番号診 療 所 名日 時

室蘭市知利別町２丁目２６－１
緯碓４５１６７７山 本 歯 科 医 院

８月３日日
９時～１１時

登別市緑町２丁目３２－６
緯碓８１２２２２

共 立 歯 科
ク リ ニ ッ ク

室蘭市母恋北町２丁目３－１６
緯碓２２２３９４横 山 歯 科 医 院

８月１０日日
９時～１１時

伊達市舟岡町２０８－２７
緯０１４２碓２１４１０８

さ く ら 歯 科 ・
矯 正 歯 科

室蘭市中島町３丁目１５－１
緯碓４４３３７７由 川 歯 科 医 院８月１７日日

９時～１１時

室蘭市高砂町２丁目１－２１
緯碓４３２１１８高 砂 公 園 歯 科８月２４日日

９時～１１時

室蘭市知利別町３丁目５－７
緯碓４１４１４１

ち り べ つ
フ ァ ミ リ ー
歯 科 医 院

８月３１日日
９時～１１時

室蘭歯科医師会（緯碓４３３５２２）問 い
合わせ

8月の歯科救急医療

縄文文化体験学習
『シカの角でアクセサリー作り！！』
縄文時代、いろいろな道具に利用されていたシカ
の角を使って、縄文風アクセサリーを作りませんか。

▼日時 ８月２３日土 １０時３０分～１１時３０分

▼場所 のぼりべつ文化交流館『カント・レラ』

▼定員 ２０人（申込順）

▼参加料 ４００円

▼申し込み 電話（９時～１７時）でお申し込みくだ
さい

縄文文化体験学習『縄文土器をつくろう！！』
粘土で形を作って縄で模様をつけて、自分だけの
縄文土器をつくりませんか。１カ月干し、１０月に野
焼きの予定です。

▼日時 ９月６日土 １０時～１２時

▼場所 のぼりべつ文化交流館『カント･レラ』

▼定員 ２０人（申込順）

▼参加料 ８００円

▼申し込み 電話（９時～１７時）でお申し込みくだ
さい
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申し込み・問い合わせ ふぉれすと鉱山（緯碓８５２５６９）

ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすととととととととととととととととととととととととと鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱鉱山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららららららららららららふぉれすと鉱山からのお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

◎コーザン・スペシャルウイークを
開催します
夏本番の鉱山町。今年も川遊びの季節がやってきま
した。
夏ならではの自然体験、盛りだくさんのイベントで
す。

▼日時 ８月１日金～３日日 １０時～

▼参加料 無料（ただし、プログラムによって実費
をいただくことがあります）
※プログラムなど詳しくはお問い合わせください。

◎森のちょこっと子育てひろば
親子で遊べる遊び場を用意してお待ちしています。

▼日時 ８月６日水、１３日水、２０日水、２７日水、
１０時～１２時

▼対象 小学校入学前のお子さんとその保護者

▼参加料 無料
※内容により実費（１００円～２００円程度）がかかりま
す

▼持ち物 動きやすい服装、着替え

◎『父と子の日』を開催します
お子さんとお父さんで過ごす森の時間。お父さんに
贈るスペシャルプログラム『鉱山の川遊び』を実施し
ます。

▼日時 ８月１０日日 １０時～１３時

▼対象 小学２年生までのお子さんとそのお父さん

▼定員 ２０組（申込順）

▼参加料 １組５００円

▼持ち物 濡れても良い服装、着替え、帽子、飲み
物、昼食など

◎トワダカワゲラを探そう！
氷河時代の生き残り、生きた化石といわれている『ト
ワダカワゲラ』を探すプロジェクト。

▼日時 ８月１６日土 １０時～１３時、１７日日 ９時～
１２時

▼対象 小学４年生以上のお子さんとその保護者

▼定員 １０組（申込順）

▼参加料 ２，０００円
※申し込みされた方には、後日書類を送付します。

◎ふぉれすと鉱山流里山づくり
『手入れの日』
ふぉれすと鉱山の里山づくりが目指すのは、『どん

どん人の手を入れていこう！』です。

▼日時 ８月３０日土 １０時～１３時

▼参加料 ２００円（家族で参加の場合も一家族２００円）

▼持ち物 濡れても良い服装、帽子、軍手、長靴、
雨具、飲み物、昼食など

◎『森からつながる環境保全講座シリーズ』
を開催します
里山づくりをキーワードに、地球環境につながるよ

うな勉強会やお楽しみ講座を開催します。
煙お楽しみ講座④里山を楽しむⅡ『森のデザイン入
門』

▼日時 ８月３１日日 １０時～１５時

▼対象 １８歳以上の方

▼定員 ２０人（申込順）

▼参加料 ２００円

▼持ち物 汚れても良い服装、帽子、飲み物、筆記
用具、昼食など
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『
▼
申
し
込
み
』

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

月
◎
Ｊ
ｒ
、
ロ
ボ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
２
０
０
８

第
１
弾
～
レ
ゴ
・
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム

で
作
る
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
～

▼
日
時

９
月
６
日
土
・
７
日
日
、

日
１３

土
・

日
日

時
～

時

１４

１０

１５

▼
場
所

室
蘭
工
業
大
学
Ｃ
棟

講
義
室

２１１

▼
対
象

小
学
５
年
生
～
中
学
生
（
保
護

者
同
伴
可
）

▼
定
員

人
１０

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。

▼
参
加
料

無
料

▼
申
込
期
間

８
月

日
月
～

日
金

１８

２９

◎
申
込
期
間

室
蘭
工
業
大
学
地
域
連
携

推
進
課
備
え
付
け
、
ま
た
は
同
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込
書
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

室
蘭
工
業
大
学
地
域
連

携
推
進
課
（
緯
碓４６
５
０
２
３
）

▼
受
験
資
格

昭
和

年
４
月
２
日
以
降

６３

に
生
ま
れ
た
方
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た

は
平
成

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み

２１

の
方

▼
受
験
申
込
期
間

８
月

日
木
～
９
月

２８

９
日
火

▼
第
１
次
試
験
日

月
１
日
土
・
２
日

１１

日
▼
採
用
人
数

約

人
４５

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.kaiho.m

lit.go.jp

）
ま
た
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申
し
込

み
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
人
事
院
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
専
用
ア
ド
レ

ス
（http://w

w
w
.jinji-shiken.jp/

m
oushikom

i-s38.htm
l

）

▼
問
い
合
わ
せ

室
蘭
海
上
保
安
部
管
理

課
（
緯
碓２３
３
１
３
２
）

平
成

年
度
国
家
公
務
員

２０

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
す

▼
日
時

９
月
７
日
日

９
時
～

時
１５

▼
場
所

陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地

▼
内
容

記
念
式
典
、
車
両
の
試
乗
、
装

備
品
の
展
示
、
ポ
ニ
ー
乗
馬
、
太
鼓
演

奏
、
音
楽
隊
演
奏
、
模
擬
売
店
、
ふ
れ

あ
い
広
場
（
各
種
ゲ
ー
ム
、
ふ
わ
ふ
わ

怪
獣
）
な
ど

陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯
地

『
創
立

周
年
及
び
第

施
設
隊
創
隊

５５

１３

１
周
年
記
念
行
事
』
を
開
催
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

陸
上
自
衛
隊
幌
別
駐
屯

地
広
報
班
（
緯
碓８５
２
０
１
１
）

北
海
道
の
仕
事
に
関
し
て
、
皆
さ
ん
か

ら
の
苦
情
を
受
け
付
け
、
北
海
道
苦
情
審

査
委
員
が
中
立
的
な
立
場
か
ら
、
北
海
道

の
業
務
や
制
度
の
内
容
を
調
査
す
る
な
ど
、

苦
情
の
解
決
に
向
け
て
迅
速
に
処
理
し
ま

す
。な

お
、
個
人
情
報
の
保
護
に
は
十
分
配

慮
し
ま
す
。

▼
相
談
窓
口

道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
（
道

庁
内
）
ま
た
は
道
政
相
談
室
（
各
支
庁

内
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

道
庁
道
政
相
談
セ
ン
タ

ー
（
緯

－
－

５
０
２
２
）

0１１

20４

『
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
制
度
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

税
関
は
、
終
戦
後
に
海
外
か
ら
引
き
揚

げ
て
き
た
方
が
た
が
、
上
陸
地
の
税
関
や

海
運
局
、
ま
た
帰
国
前
に
領
事
館
な
ど
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
や
証
券
な
ど
の
う
ち
、

日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
。
返
還
の
申
し
出
は
、
家
族
の
方

も
で
き
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

函
館
税
関
室
蘭
税
関
支

署
（
緯
碓２２
２
２
１
９
）

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
が
た
へ

～
通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す
～

室
蘭
工
業
大
学
講
座
で
学
ぼ
う

◎
オ
リ
ジ
ナ
ル
鋳
物
製
風
鈴
の
製
作

▼
日
時

９
月
８
日
月
～

日
木

時

１１

１８

～

時
２０

▼
場
所

室
蘭
工
業
大
学
も
の
づ
く
り
基

盤
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

高
校
生
以
上
の
方

▼
定
員

人
（
申
込
順
）

１０

▼
参
加
料

４
千
円

※
納
入
後
の
参
加
料
は
、
取
り
消
し
さ
れ

た
場
合
で
も
返
還
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
期
間

７
月

日
水
～
８
月

日

３０

１８
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平
成

年
３
月
以
前
に
満
額
の
老
齢
基

１７

礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
任
意
加
入
さ

れ
て
い
た
方
で
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
る
月
数
（

月
）
を
超
え
て

４８0

保
険
料
を
納
付
さ
れ
て
い
た
方
は
、
そ
の

超
え
た
月
数
の
保
険
料
を
お
返
し
い
た
し

ま
す
。

納
め
す
ぎ
た
国
民
年
金
保
険
料

を
お
返
し
し
ま
す

～

歳
以
降
国
民
年
金
に
任
意

６０

加
入
さ
れ
て
い
た
方
へ
～

時間実技実施部門

９時～９時５０分①ワープロ部門３級

９時～１０時②ワープロ部門２級

１０時３０分～１１時１５分③表計算部門３級

１０時３０分～１１時３０分④表計算部門２級

１３時～１４時⑤データベース部門３級

１３時～１４時３０分⑥データベース部門２級

煙
事
業
所
か
ら
い
つ
で
も
（

時
間

日
）

２４

３６５

手
続
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

煙
所
定
の
用
紙
を
取
り
に
行
っ
た
り
、
提

出
す
る
手
間
や
費
用
が
削
減
で
き
ま
す
。

煙
チ
ェ
ッ
ク
機
能
に
よ
り
申
請
デ
ー
タ
の

入
力
誤
り
な
ど
を
事
前
に
確
認
で
き
ま

す
。

煙
一
定
の
要
件
を
満
た
す
事
業
主
は
添
付

書
類
の
省
略
が
で
き
ま
す
。

煙
雇
用
保
険
関
係
の
手
続
き
の
ほ
と
ん
ど

は
、
電
子
申
請
が
可
能
で
す
。

煙
従
来
の
窓
口
申
請
と
並
行
し
て
電
子
申

請
を
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

煙
電
子
申
請
を
始
め
る
に
は

①
パ
ソ
コ
ン
の
準
備

②
ソ
フ
ト
な
ど
の
入
手
と
環
境
設
定

③
手
順
に
沿
っ
て
電
子
申
請
の
開
始

④
確
認
通
知
書
な
ど
は
安
定
所
か
ら
郵

送

煙
電
子
申
請
の
手
続
き
は
、
『
電
子
政
府

の

総
合
窓
口
e

－

G
o
v
（
イ
ー
ガ

ブ
）http://w

w
w
.e-gov.go.jp/

』
へ

ア
ク
セ
ス

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

（
緯
碓２２
８
６
８
９
）

日
本
・
北
海
道
職
業
能
力
開
発
協
会
認

定
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
技
能
評

価
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
月
日

９
月

日
土

２７

▼
場
所

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

▼
試
験
の
実
施
部
門
と
時
間

※
一
つ
の
例
で
あ
り
、
実
際
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

※
お
返
し
す
る
の
は
、
任
意
加
入
被
保
険

者
と
し
て
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
で
す
。

※
生
年
月
日
に
よ
り
満
額
の
老
齢
基
礎
年

｛具体例｝Ａ子さん（67歳）のケース

62歳
40年（480月。
満額の年金を
受給できる月数）

60歳

38年(456月)の
保険料を納付

2年(24月)の
保険料を納付

任意加入申し出 41年
(492月)この部分を

お返しいたします

※
申
込
状
況
に
よ
っ
て
、
時
間
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
定
員

各

人
（
申
込
順
）

２０

▼
受
験
料

３
級
は
５
千

円
、
２
級
は

１00

６
千

円
（
当
日
欠
席
し
た
場
合
、

４00

受
験
料
は
返
金
し
ま
せ
ん
）

▼
申
し
込
み

受
験
料
を
添
え
て
、
９
月

５
日
金
ま
で
に
登
別
職
業
訓
練
協
会

（
緯
碓８５
１
４
５
０
）

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

雇
用
保
険
の
手
続
き
は
電
子
申
請
で
！

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

技
能
評
価
試
験
を
実
施
し
ま
す

金
を
受
給
で
き
る
月
数
は
異
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

室
蘭
社
会
保
険
事
務
所

（
緯
碓２４
７
１
０
４
）
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情報あらかると

『
▼
申
し
込
み
』

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
▼
問
い
合
わ
せ
』

文
書
を
さ
ら
に
効
率
よ
く
作
成
す
る
こ

つ
や
地
図
の
作
成
、
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
の

挿
入
、
表
の
活
用
な
ど
を
実
践
す
る
『
ワ

ー
ド
２
０
０
３
実
践
講
座
』
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

８
月

日
月
～

日
金

９
時

２５

２９

～

時
１５

▼
場
所

登
別
地
方
高
等
職
業
訓
練
校

▼
対
象

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方

▼
受
講
料

１
万
円

▼
定
員

人
（
申
込
順
）

１９

※
受
講
者
が
少
な
い
場
合
は
、
実
施
を
中

止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
持
ち
物

上
履
き
、
筆
記
用
具
、
昼
食

▼
申
し
込
み

受
講
料
を
添
え
て
８
月
２０

日
水
ま
で
に
登
別
職
業
訓
練
協
会
（
緯

碓85
１
４
５
０
）

市
民
パ
ソ
コ
ン
講
座
を

受
講
し
ま
せ
ん
か

▼
参
加
料

無
料

▼
申
し
込
み

８
月
４
日
月
か
ら

日
金

２９

ま
で
に
電
話
で
登
別
市
観
光
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
推
進
協
議
会
事
務
局
（
観
光
振

興
Ｇ
内
緯
碓84
２
０
１
８
）

▼
参
加
料

無
料

▼
持
ち
物

飲
料
水
、
雨
具
、
タ
オ
ル
な

ど
▼
申
し
込
み

８
月
４
日
月
か
ら
電
話

（
９
時
～

時
）
で
苛
自
然
公
園
財
団

１５

登
別
支
部
（
緯
碓84
３
１
４
１
）

本
に
ま
つ
わ
る
楽
し
く
、
面
白
い
、
し

か
も
大
人
や
学
生
、
子
ど
も
も
役
に
立
つ

本
の
話
を
聞
き
ま
せ
ん
か
。
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

８
月

日
日

時
～

時

２４

１３

１５

▼
場
所

市
民
会
館

▼
テ
ー
マ

『
町
の
本
屋
か
ら
文
化
の
発

信
』

▼
講
師

久
住
邦
晴
さ
ん
（
北
海
道
書

店
商
業
組
合
理
事
長
）

▼
参
加
料

円
（
中
学
生
以
下
無
料
）

３00

▼
問
い
合
わ
せ

西
村
さ
ん

（
緯
碓８５
５
３
３
４
）

『
久
住
邦
晴
さ
ん
』
の
講
演
会
を

く

す
み
く
に
は
る

開
催
し
ま
す

～
の
ぼ
り
べ
つ
の
図
書
館
を

考
え
る
会
主
催
～

く
ら
し
の
講
座
を
開
催
し
ま
す

～
登
別
消
費
者
協
会
主
催
～

▼
日
時

８
月

日
金

時
～

時

２２

１３

１５

▼
場
所

市
民
会
館

▼
テ
ー
マ

『
健
康
は
食
生
活
か
ら
』

▼
内
容

生
活
習
慣
病
の
予
防
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
生
活

▼
講
師

竹
田
加
代
さ
ん
（
北
海
道
消
費

た
け

だ

か

よ

者
協
会
非
常
勤
講
師
）

▼
定
員

人
（
申
込
順
）

５０

▼
参
加
料

無
料

▼
申
し
込
み

８
月

日
火
ま
で
に
電
話

１９

で
登
別
消
費
者
協
会
（
緯
碓８５
８
３
０
７
）

亀
田
記
念
公
園
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
図
画
工
作
展
示
会
を
開
催
し
ま
す

▼
日
時

９
月
１
日
月
～

日
月

時

１５

１０

～

時
１５

▼
場
所

亀
田
記
念
公
園

▼
対
象

小
学
生

※
夏
休
み
の
自
由
研
究
・
図
画
工
作
を
展

示
し
ま
す
の
で
、
作
品
持
参
が
原
則
で

す
。

※
参
加
賞
贈
呈
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

８
月

日
水
～

日
土

２０

３０

（

時
ま
で
）
に
電
話
で
亀
田
記
念
公

１２
園
管
理
事
務
所

◎
テ
ニ
ス
教
室
受
講
者
募
集
し
ま
す

▼
日
時

９
月
１
日
月
～

日
金
の
毎
週

１２

月
・
水
・
金
曜
日

時
～

時
（
全

１０

１２

６
日
間
）

▼
場
所

若
草
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▼
対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す
る

テ
ニ
ス
初
心
者
の
方

▼
定
員

人
（
申
込
順
）

２０

▼
受
講
料

３
千
円
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
料
を
含
む
）

※
受
講
料
は
、
１
回
目
の
教
室
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
靴

▼
申
込
方
法

８
月
４
日
月
～

日
月

２５

（
土
・
日
曜
日
、

日
～

日
を
除
く

１３

１５

９
時
～

時
ま
で
）
に
電
話
で
亀
田
記

１７

念
公
園
管
理
事
務
所

▼
問
い
合
わ
せ

亀
田
記
念
公
園
管
理
事

務
所
（
緯
碓８６
２
５
１
１
）

日和山
展望台

至倶多楽湖至橘湖

森林浴
コース

裏
地
獄
展
望
台

日和山

大湯沼

大正地獄
虚子の句

大湯沼
展望台

伏見ケ丘

至オロフレ峠
・洞爺湖

ク
ス
リ
サ
ン
ベ
ツ
川

至国道36号、ＪＲ登別駅

温泉街

湯の川

登別パーク
サービスセンター舟見山

地獄谷

奥の湯

『
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

養
成
講
座
』
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

登
別
市
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
協

議
会
で
は
、
登
別
市
を
訪
れ
た
方
を
温
か

く
も
て
な
す
た
め
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間

９
月
上
旬
～

月
下
旬

１０

▼
場
所

市
民
会
館
ほ
か

▼
内
容

登
別
市
の
歴
史
や
名
所
な
ど
の

学
習
、
ガ
イ
ド
活
動
の
実
習
な
ど

▼
定
員

人
（
申
込
順
）

２０

日
和
山
周
辺
の
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ

観
察
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

苛
自
然
公
園
財
団
登
別
支
部
と
登
別
市

観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
推
進
協
議
会
は
、

日
和
山
周
辺
の
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
な
ど
、
秋

の
野
の
花
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

９
月
６
日
土

時
～

時

１０

１２

（
小
雨
決
行
）

▼
集
合
場
所

日
和
山
森
林
浴
コ
ー
ス
入

口
（
道
道
倶
多
楽
湖
公
園
線
日
和
山
展

望
台
先
）

▼
定
員

人
（
申
込
順
）

３０
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情報あらかると

夏の『オープンキャンパス・体験入学』のご案内

①オープンキャンパス

▼日時 ８月２日土・３日日 １０時３０分～１５時３０分

▼内容 １日に２つの学科・コースを体験できる『選
べる』をテーマに実習を行います。

②一日体験入学

▼日時 ８月６日水・７
日木・９日土・１０日日
１０時３０分～１５時３０分

▼内容 夏休み中だから
できる『じっくり』を
テーマとした実習を行
います。進路に迷っている人はもちろん、決めてい
る人にとってもより深く知ることができるチャンス
です

③体験入学

▼日時 ８月２３日土・３０日土 １１時３０分～１５時３０分

▼内容 もう一度聞いてみたい・見てみたいことを
確認できるチャンス。※気軽に参加できるので、
この機会にぜひ参加してください。

▼問い合わせ 入学広報室（緯０１２０－６６６－９６５・ホー
ムページ：http://www.nkhs.ac.jp/）

問い合わせ参加料場 所日 時

田中さん
（緯碓８６４６４３）

無 料

鷲 別
公民館

８月４日月
１３時３０分～

宮尾さん
（緯碓８１２２３３）

市 民
会 館

８月５日火
１３時３０分～

富沢さん
（緯碓８３２３８７）

婦 人
センター

８月７日木
１３時３０分～

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
時
・
場
所
・
参
加
料
・
問
い
合
わ
せ

▼
上
映
内
容

ア
ニ
メ
映
画
『
火
垂
る
の

墓
』

※
開
場
時
間
は

時
で
す
。

13

戦
争
を
語
り
継
ぐ
た
め
の
『
夏
休
み

親
子
映
画
会
』
を
開
催
し
ま
す

～
の
ぼ
り
べ
つ
九
条
の
会
主
催
～

日本工学院北海道専門学校便り
問い合わせ 緯碓８８０８８８

８８月下旬～９月中旬の市立図書館行８月下旬～９月中旬の市立図書館行事事

対 象行事の内容の概要場 所日 時

乳幼児わらべうたと絵本の
読み聞かせ市 立

図書館

８月２０日水
１０時３０分

幼児からお年
寄りまで絵本の読み聞かせ９月６日土

１０時３０分

幼児・小学生ＤＶＤ上映会鷲 別
公民館

９月６日土
１０時３０分

乳幼児わらべうたと絵本の
読み聞かせ

市 立
図書館

９月１０日水
１０時３０分

幼児・小学生
フォトフレーム作り
（※定員１５人、申込
順）

鷲 別
公民館

９月１３日土
１０時３０分

幼児・小学生ＤＶＤ上映会市 立
図書館

９月１３日土
１３時３０分

▼参加料 無料
※幼児は、保護者同伴とします。
※９月１３日土の『フォトフレーム作り』は９月６日土までに、
電話でお申し込みください。

※市立図書館ホームページへ、携帯電話からアクセスできま
す。資料の検索や図書の予約などにご利用ください。携帯
電話からのアクセスは
http://library.city.noboribetsu.hokkaido.jp/m/

※毎週木曜日は１９時３０分まで開館しています。

申し込み・問い合わせ 市立図書館（緯碓８５4324）

夏
の
終
わ
り
に
近
い
一
日
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

▼
日
時

８
月

日
月

時
～

時

１８

１０

１２

▼
場
所

鷲
別
公
民
館

▼
問
い
合
わ
せ

松
平
さ
ん

（
緯
碓８６
２
３
３
４
）

絵
本
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

～
お
は
な
し
り
ぼ
ん
主
催
～

はじめての
エクセル・ワード

講
座
名

毎週土毎週金毎週火
曜

日

１３時～１５時１５分

時

間

帯

１５時１５分～１７時１５分

１７時３０分～１９時３０分

▼
場
所

地
域
情
報
セ
ン
タ
ー
Ｐ
ｉ
Ｐ

ピ

ッ

ピ

▼
定
員

各
回
６
人
（
申
込
順
）

▼
参
加
料

各
回
２
千
円
、
教
材
費

円
200

▼
申
し
込
み

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
く
る
く
る
ネ
ッ
ト
（
緯
・
思
碓23

２
１
０
１
、
ま
た
は
緯

－

８
１
６
９

090

－

２
５
１
４
）

▼
講
座
名
・
曜
日
・
時
間
帯

パ
ソ
コ
ン
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
る
く
る
ネ
ッ
ト
主
催
～

場 所日時・参加料大会名

市 営
陸 上
競技場

８月２１日木
受け付け８時３０分～
開会９時～

２００円

竹下・
中島杯
ゲート
ボール
大 会

８月２８日木
受け付け８時３０分～
開会９時～

２００円

月例会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
す

～
登
別
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
～

▼
大
会
名
・
日
時
・
参
加
料
・
場
所

▼
問
い
合
わ
せ

戸
谷
さ
ん

（
緯

－

７
５
１
０

－

７
９
０
７
）

090
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市民サービスグループ
緯碓８５１８５５

問 い
合わせ

本人になりすました虚偽の届け出などを防止
するため、窓口での本人確認が法律で定められ
ました。皆さんのご理解ご協力をお願いします。

▼本人確認書類
＜１つで済むもの＞ 運転免許証・パスポート・
住民基本台帳カード・身体障害者手帳・療育手
帳・船員手帳・小型船舶操縦免許証などの顔写
真が貼付されている官公署発行の身分証明書。
＜２つ必要なもの＞ 健康保険証・年金手帳・
身分証明書（顔写真無）・住民基本台帳カード
（写真無）・介護保険の被保険者証・年金証書・
恩給の証書など。
※戸籍届や住民異動届の本人確認ができない場
合は、届出人に対し、届け出があったことを
郵便でお知らせし、確認します。
※証明書の発行には、委任状が必要となる場合
がありますので、詳しくはお問い合わせくだ
さい。

戸籍・住民票の手続きの際、
窓口で本人確認を行います

▼対象 市内に住民登録のある方
※市内に住民登録のある方は、胆振支庁での取り扱
いができません。

▼申請者 本人、もしくは代理の方
※提出書類の中に本人が自書しなければならない欄
がありますので、事前に書類を入手してください。
※５人以上の代理申請をされる場合には、予約が必
要です。

▼必要なもの 戸籍謄（抄）本、写真、未使用のは
がき、本人確認書類、印鑑など

▼申請受付時間 ９時～１６時３０分（土・日曜日、祝
日、１２月２９日～１月５日を除く）
※申請日から交付日まで、２週間程度かかります。

▼交付時間 ９時～１７時３０分（土・日曜日、祝日、
１２月３１日～１月５日を除く）

▼交付手数料
煙１０年の旅券（２０歳以上の方）の場合…１６，０００円
（収入印紙１４，０００円、北海道収入証紙２，０００円）

煙５年の旅券（１２歳以上）の場合…１１，０００円
（収入印紙９，０００円、北海道収入証紙２，０００円）

煙５年の旅券（１２歳未満）の場合…６，０００円
（収入印紙４，０００円、北海道収入証紙２，０００円）
※収入印紙と北海道収入証紙は、登別母子会売店
（市役所内）で取り扱いしています。

▼取り扱い窓口 市役所本庁舎市民サービスグルー
プ（２番窓口）

※支所では、取り扱いしません。

問い合わせ
市民サービスグループ
（緯◯85２１３９）

市でパスポートの申請・交付事務を行っています市でパスポートの申請・交付事務を行っています市でパスポートの申請・交付事務を行っています

毎週木曜日は１９時まで
住民票などの手続きができます

毎週木曜日（祝日を除く）、市役所本庁舎１番窓
口は、１９時までご利用できます。

▼ 取り扱う主な業務 戸籍、住民票（異動届を含
む）、印鑑証明関係、出生・死亡届、外国人登録
など

◎電話予約による証明書の交付
毎週金曜日（祝日を除く）の９時から１７時までに

次の証明書を電話で予約された方に、翌土曜日の９
時から１２時まで市役所宿直室で交付しています。
煙住民票の写し（本人または同一世帯のもの）
煙印鑑登録証明書（本人のもの）
煙外国人登録原票記載事項証明書（本人のもの）

問い合わせ
市民サービスグループ（緯碓８５１８５５）
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情報あらかると

思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
、

お
願
い
し
ま
す
。

不用品ダイヤル市 お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（ 8307）

火～金曜日（祝日を除く）10:00～16:00

85
んほ

今月の新着図書
市立図書館
緯塩4324

※図書館では、毎月購入している本の全リスト
を差し上げています。ご利用ください。

このほかに新しく入った本
◇年金制度は誰のものか 西沢 和彦著

にし ざわ かず ひこ

◇中国人の胃袋 張
チョウ

競著
キョウ

◇和暦で暮らそう 柳生
やぎゅう

博著
ひろし

◇世界遺産と地域再生 毛利 和雄著
もう り かず お

◇生きる命 前川 貴行著
まえ かわ たか ゆき

◇金色の野辺に唄う あさの あつこ著
◇荒野 桜

さくら

庭 一樹著
ば かず き

◇この世の全部を敵に回して 白石 一文著
しら いし かず ふみ

命のカレンダー

松永 正訓 著
まつなが ただし

今でも一人ひとりを鮮明に
覚えているのは、あの子たち
が短い時間を精一杯生き抜い
たからです－。２１年間にわた
り子どもたちのがんに挑み続
けた、小児科医の命の記録。
アンのゆりかご

村岡 恵理 著
むら おか え り

貧しいクリスチャンの娘は、１０歳で
華族の学ぶ女学校へ進学した。英語を
学び翻訳家になり、出会った運命の本
「アン・オブ・グリン・ゲイブルス」。
「赤毛のアン」を翻訳した村岡花子の、
初めて明かされる情熱の人生。

情報推進グループ

緯◯８５6586
姉◯８５1108
Eメール:pr@city.
noboribetsu.lg.jp

中
央
町
６
―
１１

楽しかったこと、
悲しかったこと、
市への疑問や意見・
要望などを情報推
進グループへ電話
やはがき、封書、
ファクス、電子メ
ールでお寄せくだ
さい。なお、個人
や団体への中傷、
営利を目的とした
お話はご遠慮くだ
さい。

こ
れ
を
書
く
の
に
１
カ
月
ほ
ど
悩
み
ま

し
た
が
、
思
い
切
っ
て
書
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
一
声
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

６
月
９
日
月
の
午
後
５
時
半
こ
ろ
の
こ

と
で
す
。

場
所
は
、
若
草
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
の

裏
で
す
。
線
路
沿
い
の
道
路
を
新
生
町
の

方
に
自
転
車
で
走
っ
て
ま
し
た
。

あ
の
通
り
は
朝
・
夕
は
車
が
多
く
て
、

時
速

㌔
㍍
制
限
な
の
に
、
時
速

～

４０

６０

７０

㌔
㍍
は
出
し
て
走
る
車
が
い
る
の
で
本
当

に
怖
い
で
す
。

だ
か
ら
わ
た
し
だ
け
で
な
く
ほ
か
の
人

も
で
す
け
ど
、
状
況
を
見
て
自
転
車
で
通

る
と
き
に
は
、
車
道
や
歩
道
を
使
い
分
け

て
走
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日
も
、
車
の
量

や
歩
道
の
人
の
状
況
を
見
な
が
ら
歩
道
を

ゆ
っ
く
り
走
っ
て
い
た
ら
、
向
こ
う
の
方

か
ら
夫
婦
と
見
ら
れ
る

歳
前
後
の
男
女

６０

の
方
が
歩
い
て
来
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
す
れ
違
い
ざ
ま
に
男
の
人

が
、
私
の
左
腕
と
脇
腹
を
つ
か
ん
で
『
車

道
を
走
れ
』
っ
て
怒
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
車
道
の
方
に
倒
さ

れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
一
瞬
『
え
っ
、
な
に
、
ど
う

し
た
の
』
っ
て
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
し

た
。び

っ
く
り
し
な
が
ら
も
慌
て
て
左
に
ハ

ン
ド
ル
切
っ
た
ん
で
す
、
何
と
か
車
道
に

落
ち
ず
に
助
か
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
む

ご
い
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
か
。

わ
た
し
、

年
間
生
き
て
き
て
初
め
て

６１

こ
ん
な
恐
ろ
し
い
目
に
遭
い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
歩
道
を
走
っ
て
悪
い
な
あ
と

思
い
ま
し
た
の
で
、
歩
道
を
歩
く
ほ
か
の

方
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
歩
道
の
右

端
す
れ
す
れ
を
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
い
た
の

に
、
押
す
こ
と
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
け

ど
ね
。

も
し
、
車
道
に
落
ち
て
そ
こ
に
タ
イ
ミ

ン
グ
悪
く
車
が
来
て
、
交
通
事
故
に
遭
っ

て
い
た
ら
と
思
う
と
、
ぞ
ー
と
し
ま
す
よ
。

次
の
日
、

日
は
母
の
祥
月
命
日
で
、

１０

母
が
わ
た
し
を
守
っ
て
く
れ
た
の
だ
と
思

い
母
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
の
世
の
中
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
も
う
少
し
や
さ
し
く
注
意
し

て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
、
２
度
と
あ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
願
い
な
が
ら
、
毎
日
を
生
き
て

生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（

市
内
・
主
婦
）

※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は６カ月です。
※継続希望の場合は、再度お申し込みください。
※宝飾品は受け付けしません。

●エレクトーン●加湿器●ステッパー（運動器具）●自転車（小学４
・５年生用）●ベッドスプリングマット（シングル・ダブル）●スラ
イドプロジェクター・スクリーン付き●電子オルガン●ビーチパラソ
ル●ミニビリヤード●スキーキャリア●は虫類の飼育ケース（幅９５
㌢㍍×奥行５８㌢㍍×高さ７０㌢㍍）●ギター（練習用・ケース付き）●
日本人形・ガラスケース入り（幅３２㌢㍍×奥行２８㌢㍍×高さ５０㌢㍍）
●机・いす（木製）●植木鉢●シングル介護ベット●自転車（小学４
～６年生用）●ポータブルトイレ（ウォシュレット付き）●中型犬用
小屋（外用）●冷蔵庫（幅４５．５㌢㍍×奥行５４㌢㍍×高さ１２８㌢㍍）●
ジューサー●羽子板・ガラスケース入り（幅４２㌢㍍×奥行２４㌢㍍×高
さ９１㌢㍍）●ＣＤナビ・７インチＴＶワイドモニター●シートカバー
（ハイエースカスタムリミテッド用）

ゆずります（売ります）

●剣道防具一式（胴着・はかま含む、小学校高学年用・大人用）●家
庭用テレビゲーム機●フィギュアスケート（１９㌢㍍・２２㌢㍍）●ミシ
ン●住宅地図（室蘭市・登別市用）●ノートパソコン●ベビーカー●
ワープロ●幼児用自転車（補助輪付き）●ストーブガード●子供用椅
子（食事用）●マウンテンバイク（大人用）

ゆずってください（買います）
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失失失
失失失
失失失
失失失
失失失
失失失
失失失
失失失
失失失
失失失
失失失
失失失

今
回
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、

道
内
５
市
町
（
伊
達
市
・
帯
広
市
・

江
別
市
・
恵
庭
市
・
芽
室
町
）
か
ら

視
察
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
帯
広
市
議
会
の
上
野

敏
郎
議
長
か
ら
は
「
３
分
科
会
と
も

市
民
か
ら
の
積
極
的
な
意
見
が
多
く

感
心
し
ま
し
た
。
議
員
が
外
に
出
て

直
接
話
を
す
る
姿
を
こ
の
目
で
確
認

で
き
、
帯
広
で
も
自
分
の
ま
ち
に
合

っ
た
改
革
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

他他他他他他他他他他他他他他他他
市市市市市市市市市市市市市市市市
もももももももももももももももも
注注注注注注注注注注注注注注注注
目目目目目目目目目目目目目目目目
しししししししししししししししし
てててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままま

他
市
も
注
目
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすす

議会だより
議会だより刊行５０号を迎えました

発行・登別市議会／編集・議会だより編集特別委員会／発行日・２００８．８．１
５５０５０号号 1858ー

登別温泉開湯１５０年記念

２００８

登別温泉開湯１５０年!!

失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失
失失失失

第第第第第第第第第第第第第第第第
２２２２２２２２２２２２２２２２
回回回回回回回回回回回回回回回回
議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会
フフフフフフフフフフフフフフフフ
ォォォォォォォォォォォォォォォォ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ララララララララララララララララ

第
２
回
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ムムムムムムムムムムムムムムムムム

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
・
登
別

温
泉
開
湯

年
の
節
目
の
年
と
し
て
、
テ

１５０

ー
マ
を
「
登
別
の
観
光
に
つ
い
て
～
あ
な

た
と
私
の
『
ま
ち
』
再
発
見
～
」
と
掲
げ
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

６
月

日
カ
ン
ト
・
レ
ラ
を
皮
切
り
に
、

１９

日
市
民
会
館
、

日
鷲
別
公
民
館
、

２３

２５

２７

日
登
別
婦
人
セ
ン
タ
ー
の
４
地
区
合
わ
せ

て
約

名
の
参
加
を
得
て
開
催
。

２００
今
年
は
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に

会
場
ご
と
３
グ
ル
ー
プ
の
分
科
会
方
式
を

導
入
し
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
報
告
書
を
ご
覧
下
さ
い
。
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・・・・・・

松松宮登美松宮登美子子 さんさん
（中登別町）

第
３
回
臨
時
会

～
乳
幼
児
等
・
重
度
心
身
障
害
者

医
療
給
付
事
業
の
拡
大
～

月
１
日
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
給

１０
付
の
対
象
範
囲
が
小
学
校
就
学
中
の

児
童
へ
拡
大
。
重
度
医
療
給
付
事
業

の
対
象
が
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
交
付
者
で
１
級
該
当
の
方
へ
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

給
付
内
容
は
、
年
齢
、
障
が
い
種

別
、
世
帯
状
況
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

そ
の
他
の
主
な
議
決
内
容
は
…

①
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

支
援
事
業
を
、
指
定
相
談
事
業

所
に
委
託
し
て
行
い
ま
す
。
事

業
内
容
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
説
明
会
の
開
催
、
障
が

い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
、
引
き

こ
も
り
の
方
へ
の
居
宅
訪
問
、

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な

ど
。
予
算
は

万
円
で
、
北
海

１７０

道
よ
り
全
額
補
助
さ
れ
ま
す
。

②
平
成

年
に
調
査
し
た
ク
リ
ソ

１７

タ
イ
ル
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
に
加

え
、
ト
レ
モ
ラ
イ
ト
等
の
ア
ス

ベ
ス
ト
に
つ
い
て
も
調
査
が
必

要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
共

施
設
４
カ
所
（
幌
別
東
団
地
７９

Ｒ
、
市
民
会
館
ボ
イ
ラ
ー
室
、

登
別
中
学
校
、
文
化
交
流
館
）

を
再
調
査
し
ま
す
。

河河村 信河村 信義義 さんさん
（鷲別町）

林林 明林 明子子 さんさん
（登別本町）

伊伊藤 一伊藤 一夫夫 さんさん
（片倉町）

・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

「
先
ず
は
市
民
が
温
泉
の
良
さ
を
」

残
念
な
こ
と
に
、
市
民
が
登
別

温
泉
の
良
さ
を
宣
伝
で
き
る
ほ
ど
、

日
常
的
に
温
泉
に
親
し
ん
で
は
い

な
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
登
別
の
良

さ
を
知
る
と
、
ど
こ
へ
出
か
け
て

行
っ
て
も
、
そ
の
良
さ
を
誇
る
こ

と
が
で
き
る
。
５
万
３
千
市
民
が

登
別
を
宣
伝
で
き
る
と
し
た
ら
、

す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

「
豊
か
な
自
然
資
源
の
活
用
」

今
回
の
テ
ー
マ
「
登
別
の
観
光
」

が
鷲
別
地
区
発
展
に
、
ど
の
様
な
形

で
結
び
つ
く
の
か
疑
問
で
す
が
、
皆

さ
ん
が
ど
の
様
な
意
見
を
も
っ
て
い

る
の
か
を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
、
３

会
場
に
参
加
し
ま
し
た
。

自
然
は
大
切
な
宝
物
で
あ
り
、
鷲

別
地
区
で
は
「
豊
か
な
川
や
山
、
海

岸
で
の
自
然
体
験
」
な
ど
が
で
き
ま

す
。鷲

別
漁
港
と
登
別
漁
港
を
結
び
、

観
光
客
に
「
釣
り
」
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
企
画
な
ど
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
観
光
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
で
、
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。
い
ろ

い
ろ
な
方
が
、
様
々
な
視
点
で
意
見

を
言
っ
て
い
た
の
で
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

登
別
の
宝
物
は
、
わ
き
水
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
と
て
も
美
味
し
い
の

で
、
自
由
に
く
め
る
施
設
が
ほ
し
い

で
す
ね
。

ま
た
、
健
康
な
身
体
を
つ
く
る
為

に
、
温
泉
を
利
用
し
た
、
長
期
滞
在

型
の
施
設
が
あ
る
と
良
い
と
思
い
ま

す
。

「
湧
き
水
は
宝
！
」

登
別
は
知
里
真
志
保
、
幸
恵
が
愛
し

た
モ
シ
リ
で
す
。
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
自

然
界
の
全
て
の
も
の
に
心
が
あ
る
と
い

う
精
神
に
基
づ
い
て
自
然
を
「
カ
ム
イ
」

そ
れ
に
対
す
る
人
間
を
「
ア
イ
ヌ
」
と

呼
び
ま
す
。
私
た
ち
が
自
然
に
畏
敬
の

念
を
失
い
、
豊
か
な
生
活
と
引
き
換
え

に
環
境
を
破
壊
し
て
き
ま
し
た
。

洞
爺
で
環
境
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た

今
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
学
び
、
広
げ
て
い

く
こ
と
が
登
別
の
観
光
に
つ
な
が
っ
て

行
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
自
然
と
の
共
生
を
」
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人のうごき（平成20年6月末日現在）／人口53,016（－86） 世帯24,906（－38）（ ）は前月比

夜間特別プログラム『ポロト
コタンの夜』へお越しください

アイヌの古式舞踊など、歌・踊り・祈
りを幻想的な雰囲気の中で紹介します。

▼月日 ８月１日金、２日土、８日金、
９日土、１５日金、１６日土

▼場所 財アイヌ民族博物館

▼内容 博物館見学（１９時１０分～１９時
４０分）、ポロトコタンの夜公演（２０
時～２０時４５分）など

▼参加料 大人２，０００円、中学生以下
１，０００円（未就学児童は無料）
※事前に予約をお願いします。

▼問い合わせ 財アイヌ民族博物館
（緯０１４４碓８２３９１４）

第３４回伊達武者まつり

伊達市の開拓の歴史と伝統を受け継
ぐ夏の一大イベントです。
当日は、おまつり広場や音楽パレー

ドなど、さまざまな催しを用意してい
ますので、ぜひお越しください。

▼日時・内容 ①８月２日土炎の陣…
伊達武者山車（ＪＲ伊達紋別駅前出
発）１８時３０分～（出陣式１８時～）②
３日日魂の陣…伊達騎馬総陣立（伊
達小グラウンド出発）１４時２０分～

▼ 問い合わせ 同実行委員会事務局
（伊達市商工観光水産課内緯０１４
２碓２３３３３１）

潮の香りが漂う室蘭中央ふ頭
夏のイベント ８月３０日土・３１日日

白鳥大橋開通記念イベント
スワンフェスタ２００８ （１１時～）
花火大会（３０日土 ２０時２０分）、キ
ャラクターショー、ものづくり体験、
カレーラーメン屋台などを開催。

▼問い合わせ 室蘭観光協会
（緯碓２３０１０２）

やきとりの祭典 （１１時～）
やきとリンピック・イン・むろらん
全国の有名やきとり店が集まり、実
演販売とやきとり日本一決定戦を開催。

▼問い合わせ 室蘭市観光課
（緯碓２５３３２０）

登別市長選挙を８月１０日日に行います登別市長選挙を８月１０日日に行います
登別市長の任期満了に伴う、市長選挙を行います。
市民の皆さんには、投票の呼び掛けと投票開始をお知らせする臨時サイレンを、選挙当日の７
時から３０秒間、消防署や各消防支署、各分遣所で鳴らします。

※投票に必要なもの：投票所入場券
（紛失などにより入場券を持参しなくても投票することができます。）
※今回の選挙より、入場券の裏面に宣誓書（期日前投票所で記載する書面）が、印刷されており
ますので、期日前投票に来られる場合には、事前に記載してお持ちください。

問い合わせ 選挙管理委員会事務局（緯碓８５９１４３）

◎告 示 日 ８月３日日
◎選挙期日（投票日）８月１０日日
◎投票時間 ７時～２０時
※ただし、第１１投票所（カルルス婦人研修の家）と第１３投票所
（ネイチャーセンター）の投票時間は７時から１７時までです。
また、第１２投票所（札内高原館）の投票時間は７時から１８時ま
でです。

煙鷲別期日前投票所
８月７日木～９日土
９時～１９時日 時

鷲別公民館場 所

◎期日前投票
煙中央期日前投票所

８月４日月～９日土
８時３０分～２０時日 時

市役所第２庁舎消防会議室場 所

◎投票できる方
煙満２０歳以上の日本国民で、次の要件を満たしている方
１．昭和６３年８月１１日までに生まれた方
２．平成２０年５月２日までに転入の届け出を済ませ、引き続き３カ月以上登別市に住所を有している方

※７月２４日木までに転居届を出された場合は、新住所での投票所となります。
※７月２５日金以降に転居届を出された場合は、旧住所での投票所となります。
※転出された方は、投票することができません。


